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旧制の高等商業学校（東京高等商業学校：現一橋大学）と神戸高等商業学
校（現神戸大学）の教授を務めた東爽五郎（1865～1947）は，わが国におけ
る会計史研究の先駆者の一人である。彼は，自身の代表的著作である「新案
詳解商業簿記」（1903）と「商業會計第壹輯」（1908）の中に，それぞれ「簿
記の起源及沿革」と「簿記法古代の沿革」と題された，会計史，特に簿記の
歴史を考察した論稿を収載している。
本稿では，会計の専門的研究者として，－次史料の入手（蒐集）と分析が
容易でなかった時代に，もっぱら欧米の先行研究（具体的には，Patrick
KellyのＴ/ｉｃＥ/e"e"ｊＭ/BooMe"/）z9,.…（1801）に収載された簿記史に
関する論稿"AShortHistoryofBook-keeping,,）に依拠するものではあった
が，簿記の歴史について積極的に考察を進めた東の論稿，特に「簿記の起源
及沿革」について検討する。
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Ｉ開題：わが国における会計史研究の萌芽
わが国において，会計の歴史に関する叙述はいつ頃から登場するようになる
のであろうか。洋式簿記，特に複式簿記は，明治初期に，それまでのわが国固
有の簿記（｢和式帳合｣）に代わるものとして，お雇い外国人による著述，ある
いは，外国簿記書の翻訳（ないし翻案)．具体的には，海老原済･梅浦精一（訳）
(AlexanderAShand（講述)）「銀行簿記精法｣（全５分冊）（1873),福澤諭
吉（訳）『帳合之法』（全４分冊）（ただし，複式簿記は「二編」（２分冊）（1874）
で解説)，小林儀秀（訳）「馬耳蘇氏複式記簿法」（全３分冊）（1876)，加藤斌
(訳）『商家必要』（全４分冊）（ただし，複式簿記は「複認」（２分冊）（1877）
で解説）などを通じて本格的な導入が図られる')。
そして，これらの複式簿記の解説書の刊行とほぼ同時期に別稿でも論じた
ように，曾田愛三郎（編輯）「學課起源唇説」（1878）が出版される。本書それ
自体は明治初期当時の新しい諸学科（例えば「化學」（Chemistry）や「理學」
(NaturalPhilosophy）など）の起源を外国文献を基に解説した小冊子であり，
その中で簿記の歴史が「記簿法Book-keeping」と題された論稿で取り上げら
れていた。その意味で，曾田の論稿は，会計，特に簿記の歴史を取り上げたわ
が国で最初の文献と言うことができる。ただしそれはわずか３頁強の小稿で
あった2)。
これに対して，単行本として複式簿記の起源や沿革を本格的に論じたわが国
で最初の著作と位置づけられるのは，これも既に考察したところであるが，海
野力太郎（纂讓）『簿記學起原考』（1886）である。この文献もまた，当時の研
究環境の制約のゆえに欧米で公表された先行研究の成果に依拠したものである
が，ただし特定の文献からの翻訳というよりは，その「引用書目」に掲げら
れた多くの諸原書に基づき纂訳された著作である3)。
この「簿記學起原考ｊは，わが国で最初に会計史を本格的かつ専門的に取り
上げた著作であると同時に，会計史研究に関する単行本としては，イギリスで
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刊行されたBenjaminF・FosterのＴﾉｈｅＯγ電/〃αmD0gγＵｓｓｑ/Ｂｏｏｈ－
ｈｅｃｐｊ'２９W.…（1852)４)に次ぐ，世界で第二番目のものと位置づけられる。その
意味で，海野の「簿記學起原考ｊは，会計史研究の歴史においてきわめて意義
あるものと評価される５'。
上述のようにわが国では，複式簿記については，まず欧米の簿記解説書の
翻訳（翻案）に始まり，次いで，外国簿記書の影響は残るものの，日本人自身
の創意により編集・著述された簿記書（ないし会計書）が徐々に出版されるよ
うになる6)。その中に例えば,東爽五郎の『新案詳解商業簿記」（1903）と『商
業會計第壹輯」（1908）がある７１。しかも，これらの東の著作には，前者に「簿
記の起源及沿革」（第３編第８章)，また，後者に「簿記法古代の沿革」（第15章）
というように簿記の歴史を叙述した章がそれぞれ設けられている。そのうち，
特に「新案詳解商業簿記ｊに収載された「簿記の起源及沿革」は，「・・・わ
が国で初めての専門会計学者による簿記史研究である｡｣8)と位置づけられる。
このように複式簿記は，その導入の当初において，まず外国簿記書の翻訳
(翻案)，次に日本人自身の創意による解説書が出版される中で，たとえ一部の
人たちの間であったとしても，その歴史に対する関心の高まりが見られ，－次
史料の入手（蒐集）と分析が容易でなかった制約下にあっては，欧米で公表さ
れた先行研究の成果を二次史料として用いた形であるが会計の専門的研究者
による会計史の論稿がわが国においても登場するのである。
Ⅱ東夷五郎と高等商業学校・神戸高等商業学校
前節で言及した『新案詳解商業簿記ｊと『商業會計第壹輯」の著者である
東は，官立の高等商業学校（同校は，第二高等商業学校である神戸高等商業学
校の設置に伴い東京高等商業学校に改称，さらに大学昇格により東京商科大
学大学となり，第二次世界大戦末期の東京産業大学への改称を経て，現在の一
橋大学）と神戸高等商業学校（大学昇格により神戸商業大学となり，戦時下に
おける神戸経済大学への改称を経て，現在の神戸大学）に深い繋がりのある人
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物である。東の簿記史研究にかかわる論稿を検討する前に，彼の経歴について
まず概観しておきたい9)。
東は，1865年７月に，東太郎兵衛の四男一女の末子として，長崎県東彼杵郡
三浦村で出生し，1887年３月に東京商業学校（同校は同年１０月に高等商業学校
に改組・改称）を卒業している。函館商業学校や長崎商業学校などの教諭・校
長を務めた後，1898年１０月に母校の高等商業学校の教授に就任している（｢簿
記科」担任)。そして，第二の官立高等商業学校である神戸高等商業学校が設
置されるに伴い，高等商業学校時代の同級生であった水島鎮也（神戸高等商業
学校初代校長）とともに同校に赴任し'903年１月に教授に任じられる（｢簿記」
および「倫理」を担当)。同校には，1916年９月に職業会計人へ転身のため退
官するまで在任し，在任中の1908年３月から1910年６月にかけては，商業実践
と簿記研究のためにアメリカとイギリスに留学しており，この種のテーマによ
る在外研究としてはわが国最初の例であったと言われる。また，在外研究期間
中の1909年６月には，ニューヨーク大学から`DoctorofCommercialScience，，
の名誉学位を授与されている。さらに，1913年１０月に，わが国で最初の会計学
研究団体である神戸會計學會を創設し，機関誌『會計學論叢』を発刊してい
る'0)。
さらに東は，上述のように，1916年９月に神戸高等商業学校を退官した後
は会計の実務界に入り，同年１０月に東會計人事務所を開設して，職業会計人の
草分け的存在として実務界で活躍するとともに，1917年３月には下野直太郎や
吉田良三らと日本會計学会を創設し，機関誌「會計ｊを発刊する。1921年６月
に日本會計士会を設立し，理事長に就任する（同会は，1928年６月に日本計理
士会に改称，引き続き理事長に就任)。1929年１０月にニューヨークで開催され
た第三回の国際会計会議（InternationalCongressonAccounting）に日本代
表として下野直太郎らと共に出席し論文を提出し報告する。1940年６月に日
本計理士会理事長を引退し’947年12月に老衰のために死去する'1)。
東の主要な著作としては，先に掲げた『新案詳解商業簿記」と「商業會計
第壹輯』の他に『簡易簿記教科書』（1901)１最近學説簿記法大意」（1913)．
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『商業會計第試輯』（1914)，さらに神戸高等商業学校退官後に刊行されたｉ商
業會計研究』（1930）などが挙げられる'2)。
このうち，「新案詳解商業簿記」は，基本的には，アメリカのEzekielG
Folsomが著した複式簿記の解説書ＴﾉｾｃＬＯｇｊＭ/Acco""な;…．（1873)'3)の影
響を強く受けた明治初期の多くの簿記書と同じ系譜上に位置づけられ，取引を
価値の交換と見て，価値の受渡しに絡めて，複式簿記，特に貸借記入にかかわ
る記帳原則の解説を展開している（価値受渡説（または価値得失説))'4)。ただ
し同じFolsomの簿記書を源流とし価値受渡説をわが国で最初に紹介した
森島修太郎の「簿記學例題」（1878）や，図師民嘉の「簿記法原理」（1881）な
どと比較すれば，翻訳調から脱却し価値受渡説を十分に消化した，明治後期
における簿記教育の標準的パターンを示したものと考えられる'5)。また，同書
には，「商業帳簿に關する商法の規定｣，「會社の計算に閥する商法の規定」と
いう二つの章が含まれており，これは，1889年の商法典（｢明治商法｣）におけ
る商業帳簿に関する規定と，株式会社の計算規定についてそれぞれ解説した最
初のものとして評価されている'6)。
Ⅲ「簿記の起源及沿革」（『新案詳解商業簿記」（1903)）
本節では，東の簿記史研究に関する二つの論稿のうち，既述のように，わが
国で最初の専門的会計研究者による簿記史研究と位置づけられる，「新案詳解
商業簿記」（1903）に収載された「簿記の起源及沿革」について検討する17)。
なお，以下において東の文言を「新案詳解商業簿記」から引用する場合，
原文の雰囲気を伝えるため，縦書きを横書きに改める他は，彼の表記をできる
だけそのままに「」を付して褐記している（ただし引用文中に［］を付
して追記した文言はすべて筆者によるものである)。
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Ⅲ‐１簿記の定義と種類
本稿では，東の簿記論そのものを検討することを目的としていないが，会計
史，特に簿記の歴史を検討する前提として，彼自身の簿記観，特に複式簿記に
対する基本的な考え方について，まず確認しておくことにしたい。
１）簿記の定義
東は，「新案詳解商業簿記」の第一編「総論」第一章「簿記の定義」の冒頭
において，簿記を次のように定義している。すなわち，「簿記とは人の財産に
關する境遇、換言すれば其財政の有様を何時にても一目瞭然ならしむるの目的
を以て是が最も秩序正しき記録の方法を講説する一學科なり」'8)と説いている。
つまり，東は，簿記の目的について，彼に大きな影響を及ぼしているFolsom
と同様に，損益計算ではなく，「財政」（＝財産）の計算，具体的には，資本主
(主体）理論的な二勘定系統説に依拠した，「正味高」または「正味財産高」
(＝純財産）の計算を志向する見解を提示しているのである'9)。
彼はまた「・・・簿記てふ一學科の未た我國に渡來せさる以前に於て、否
此學科の未た世に發見講究されきる其以前にありても尚人の財政の有様は種々
の方法もて記録せられたるなり、然れとも元來人の財産上の境遇は寸時も靜止
するものにあらすして其状態は断へす鍵化異動あるを常とす・・・是を以て之
か秩序正しき記録、而も何時にても一目瞭然たる記録の方法は久しき歳月の
間、欧米各國にて研究考案されたる所にして簿記てふ一學科は即ち其結果に外
ならざるなり而して其方式たるや一種異様の躰裁を有して最初は容易に理解し
能はさる鮎なきにしもあらされとも梢々之に習熟するに至れば其方法や極めて
軍統輕便にして而も其効用の惣ての他の方法に比して大に卓越する所あろを發
見すべし．．．」20)と述べている。
すなわち，彼は，簿記（洋式簿記，特に複式簿記）の本格的な導入が図られ
て間もない当時のわが国において，それが欧米諸国において財産とその変動を
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記録する方法が久しく研究され考案されてきた結果のものであるがゆえにこ
れを理解することは容易でないがその効用はすべての他の記録方法と比べて
非常に大きいことを指摘して，簿記に習熟することを推奨しているのである。
２）簿記の種類
さらに東は，簿記の種類，とりわけ単式簿記と複式簿記の関係について，
まず，「・・・曰く軍記式簿記［単式簿記］曰く複記式簿記［複式簿記］之な
り而してこの匠別の基く所は簿記の講述中最も大切とする彼の借貸てふ雨熟語
の使用せらる、範團の廣狭如何にあれは・・・」21)と記した上で，両者の区別
について，次のように説いている。
すなわち単式簿記について，彼は，「軍記式とは複記式てふ他の複雑なる
記録の方式に比してその記入式の大に簡軍なる所より附せられたる名穂にして
この方式にありては借主及貸主とて簿記學上一種特別なる熟語を普通に穂ふる
借主及貸主の意義にのみ使用し換言すればこの雨語を唯人のみに用ひて財政を
記録する方式なり・・・」221と述べる。
他方，複式簿記について，東は，「複記式とは借主及貸主なる熟語を濁り人
のみに限らずして物品及事柄に對しても亦之を使用し以て財政を整理記録する
の方法を云う例えはこの方式にありては甲某か借主、乙某か貸主なりと云うは
勿論なれともこの外現金か借主、商品か貸主、家屋、土地その他種々の物品か
借主又貸主なりと稲し更に又雑費、誉業費、利息、手數料、寶買損益、給料、
家賃、地代等の如き人にもあらす又物にもあらさる或る事柄が借主又貸主なり
と云ふことあるか如し而してこの方式に依るときは財政の情況を愛動せしむく
き或る一事項の起る毎に例へは俸給として現金を収入す、現金にて商業の元入
をなす、家屋を現金にて買入る、商品を掛にて責渡す、生計費を現金にて支佛
ふ、利息として現金を収入す、器具を棄損す、家屋焼失す、物品破壊す、現金
紛失す、被服盗難に罹ると云ふか如くこれ等の各事實の生する毎に必すや借主
と貸主との雨者の對立するあり而してこの両者の－は借主の位置に之を記録し
他は貸主の位置に記録せざるべからすとは複記式簿記法の特色とする所にして
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かく－事項毎に二ケ所の記録を要する所よりして複記なる名構は附せらるな
り．．．」23)と述べている。すなわち，彼は，複式簿記という名称（用語）の
由来に関連づけながら，「取引の貸借完全複記」という，単式簿記と比較して
の複式簿記の記帳技術上の特徴を明らかにしている。
その上で，東は，「・・・複記式簿記法は今を距ること四百有餘年の昔即ち
第十五世紀の半は頃伊国［イタリア］「ウヱニース」［原文のまま：ヴェネッィ
ア］市の商人間に發意實行されたるものなれとも爾來今日に至るの久しき歳月
間、別に著しき愛更を見すして欧米各國の普く採用する所たるの一事はこれ確
に此方式の財政の秩序正しき記録法として今日の世界に冠たる所以を表明して
尚大に餘りありと云うことを得べ<而してこの技術の世に非常なる鴻益を與へ
たるは亦云ふことを待たすとして必寛簿記の一種専門の學科目として特に學は
れ特に教へられ又特に研究され且世間公衆の爲め大に歓迎きる、は全く此の複
記式簿記てふ最も進歩したる財政記録の方式に外ならざるものなり｣24)と記し
ている。
すなわち，彼は，単式簿記においては債権・債務を記録する人名勘定
(personalaccounts）にのみ貸借記入の方法が適用されるのに対して，複式簿
記とは，人名勘定のみならず，物的財産を記録する物財勘定（impersonal
accounts）や，収益・費用を記録する名目勘定（nominalaccounts）について
も貸借記入が適用される簿記であること，また歴史的に見ても，複式簿記が
１５世紀半ばのイタリア，特にヴェネツイアの商人の実務から発意（創意）され
たもの，そして，それ以降今日に至るまで基本原理において大きな変更を見る
ことなく欧米諸国で広く採用されていることをもって，会計における記録・計
算システムとしてのその卓越性を指摘し複式簿記こそが専門の学科目として
特に学習・教育・研究されるべきものと説いているのである25)。
Ⅲ‐２簿記の歴史：「簿記の起源及沿革」
東は，簿記について，既述したように，「・・・此學科［簿記科：筆者追加］
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の未た世に發見講究されきる其以前にありても尚人の財政の有様は種々の方法
もて記録せられたるなり、然れとも元來人の財産上の境遇は寸時も靜止するも
のにあらすして其状態は断へす愛化異動あるを常とす・・・是を以て之か秩序
正しき記録、而も何時にても一目瞭然たる記録の方法は久しき歳月の間、欧米
各國にて研究考案されたる所にして簿記てふ－學科は即ち其結果に外ならさる
なり・・・」26)と述べるとともに，特に複式簿記については，「・・・複記式簿
記法は今を距ること四百有餘年の昔即ち第十五世紀の半は頃伊国「ウヱニース」
市の商人間に發意實行されたるもの・・・」271と記し複式簿記の中世イタリ
ア起源説中のヴェネツィア説を唱えている28'・
複式簿記の具体的な歴史について，彼は，「新案詳解商業簿記」の中に，特
に「簿記の起源及沿革」と題する章を設けて考察を進めている。ただし，それ
は，既に述べたように，彼自身の創意に基づくというよりは，一次史料の入手
(蒐集）と分析が容易でないという当時の状況のもとで，欧米の先行研究，具
体的には，イギリスのPatrickKelly四)のＴﾉｉｃＥ/cｍｅ"fsq/ＢＯＯﾉＭc幼ﾉﾉＺｇ…・
(1801)30)に収載されていた，簿記史研究の先駆的論稿である"AShortHistory
ofBook-keeping，，に依拠した考察であった3')。
上記のKellyの簿記書は，それ自体が当時のイギリスにおいて標準的とみな
されるように高く評価された解説内容のものであったが32)，彼は，上掲簿記書
の「序文」（Preface）の一部において．特に簿記の歴史について，「理論と実
務において，簿記の現状を説明するためには，その歴史の概観を与えることは
必要であろう。それゆえに以下の素描（Sketch）は，いかに不完全であろう
と，この巧妙で有益な科学の部門（thisingeniousandusefulbranchof
Science）の研究に携わる人たちにとって，まったくもって興味あることに違
いない｣33)と記して，簿記を学習する上でその歴史の知ることの重要性を指摘
している。そして，本文において簿記の具体的解説に入る前に，先に言及した
ように，､AShortHistoryofBook-keeping"と題された小稿を設けて，簿記の
歴史を講じているのである３１１。
東は，かかるKellyの論稿を基に『新案詳解商業簿記」の中に「簿記の起
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源及沿革」の章を設けて，自説も交えながら，簿記の歴史について，以下に記
すように，第１節から第13節，計13の節に分けて叙述している。以下，順次そ
の内容を検討することにしよう。
第１節
東は，簿記，とりわけ複式簿記の起源について，まず，「簿記法の濫膓は是
又他の幾多の技術の起源と等しく頗る空漠不明に属すと云はざるべから
ず．．．」35)と述べた後に「．．．然れども簿記法は嘗て第十五世紀に於て伊
太利國「ウヱニース」［原文のまま：ヴェネツィア］市の全盛を極めて當時欧
洲全土の商業上の中心市場を爲したりし頃を以て同市に初めて行はれたりとの
説は最も信に近しと云ふべきなり｣36)と記して，既述のように，中世イタリア
起源説，特にそのうちのヴェネツイア説を提示している37)。
同時に，彼は，「然るに或る著者（Stevin，Beckmann）［SimonStevinと
JohannBeckmann］の如きは曰く複記式簿記法は蓋し尚ほ往古に遡りて已に
知られたる所にして此法の初めて發明されたるは伊太利にありと云ふは當を得
たるものにあらず何となれば簿記法の伊太利に起りたりは彼の中古［中世]、
所謂、暗黒時代［theDarkAges］に欧洲全土の文物の一時全く廃頽に歸した
ると倶に最も衰微を極めたる商業の其後第十五世紀に至りて再ひ復活したると
同時に一旦古代に行はたることある簿記法の同國に於ける再興に外ならざれば
なりと而して同著者等は古代の史傳中に記載されたる幾多の章句を引用し來り
て古代人も亦今日の簿記法に所謂借方貸方の方法を用ひて互に反する位置に金
銭の出納を記録したりとの事実を證明するに務めたり｣381と述べて，複式簿記
の古代ローマ起源説，つまり，イタリアに見出される複式簿記は古代社会で利
用されていた簿記法が中世の暗黒時代を経て１５世紀の商業の復活により再興さ
れたものであるとの説にも言及している３，)。
第２節
ただし東は，第２節において，前節を承ける形で，古代ローマ起源説につ
いて言及するとともに，これを明確に否定する。すなわち，「然れとも此説必
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ずしも信擦を置くに足らざるなり何となれば同著者等の引用したる事實は軍記
式簿記法の往古に存在したことの以外には何等の畢證を為さ載れはなり、如之
ならず、社會諸般の事物は尚ほ最も質撲軍純を極めたる往時の商業にありて其
会計帳簿の記録法に軍記式以上の簿記法を用ふるは毫も其必要を認めざりしな
らんとの推測は決して不當にあらざればなり・・・」４０１と述べている。
さらに続けて，彼は，「・・・唯、彼の種々の信用制度、爲替、保険等の如
き進歩したる諸種の趣向の日常商人間に盛んに行はれて商業の面目弦に犬に革
新を見るの時期に達するときは商人の會計帳簿記録の方法も亦勢ひ之に倶ふ改
良刷新を必要とするものなれば複記式簿記法の端緒は蕊に初めて發明されたる
ものと云ふことを得べ〈暗て複記式簿記法の起源を伊太利國「ヴェニース」市
の商人中に歸するの説は最も理由ありと云はざるべからず・・・」4')と指摘し
ている。
要するに，東は，古代ローマ起源説を提唱する論者が引用する事実は古代社
会において単式簿記が存在したことを示すのみであり．諸種の信用制度や為
替，保険等の進歩が商人の間で盛んに行われて商業が大いに革新されるときに
簿記法が改良・刷新され，複式簿記の端緒もそのときに初めて発明されたと指
摘して，ヴェネツイア起源説がもっとも理由あるものと説いているのであ
る42)。
第３節
次に東は，複式簿記の起源について，「蓋し複記式簿記法の性質を老ふる
ときは如此意匠の初發の観念に關して種々の推測を下すは敢て難事にあらざる
くし・・・」43)と述べた上で，複式簿記の生成を促した要因として，為替手形
の貸借相殺の記録方法や，「部分の総和は全体に等しい」とする代数学の定理
などを挙げる。すなわち，「・・・曰く爲替手形の取引は同時に二人の借貸関
係を相殺するの便法なるを以て此取引の起るや毎回必ず二ヶ虚に帳簿の記録を
要す而して斯く重複したる記録の方法は是即ち複記式簿記法發明最初の観念な
りと・・・」１４)，また「・・・曰く複記式は元来幾何學（Euclid）［原文のまま］
の應用にして其原理は彼の「部分ノネロハ全部二等シ」との公論を演鐸したるも
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のに外ならざるなりと或は曰く其原理は代數學の方定式［原文のまま］に出て
たるものにして彼の借方と貸方と互に其`性質を反したるか如きは是れ猶ほ代数
學の＋及一に類似するものなりと云ふ・・・」45)と記している。
さらに東は，「・・・複記式簿記法の初發の念慮に關して今日迄已に稻道
されたる推測談の重なるものなれども其何れか是にして何れか非なるやは今容
易に之を決すべからず．．.」46)と述べる。続けて，「．．、何となれは凡そ＿
學一藝の秩序正しき編成組織は僅々一朝一夕にして忽然之を見る能はざるなり
必ずや其初めは長年月の經瞼に徴して、所謂、歸納的に或る通則を發見し更に
他の學理に照して之を種々の演鐸附會し而して後ち初めて全備に至るべければ
なり複記式簿記法の發意も亦全く之と同一轍にして其意匠の基く所は決して之
を軍純なる一事項にのみ歸すべからず・・・」'7)と指摘する。
その上で，彼は，複式簿記について，「・・・要するに少なくとも其端緒の
一部分は軍に實際上に起れる或る便宜より何の意味もなく之を發意し而して其
褒餘は更に幾何學若〈は代數學等の諸原理を綜合加味して之を完成したるもの
なりと云ふはこれ説の最も穏當適切なるものと云ふべきなり｣48)と説いて，そ
れが一朝一夕にして誕生したものでなく，実務上の便宜から創意され，これに
代数学的原理などが加味されて徐々に完成されたものであるとする発生史的考
察を示している。
第４節
前節までの考察をふまえて，東は，複式簿記に関する最初の印刷された解説
文献を公刊したLucaPacioli（姓のみ場合にはpacioloと表記される)49)につい
て言及する。すなわち，「扱此最も古き簿記書の著述者とは其の名を「リユー
カス、デウ、バルゴー」（LucasdeBurgo）と穂し、伊太利國「ヴェニース」
市の産に係る一僧なりとす而して氏は代數學の外其他にも有益なる種々の數學
書を著述せしが．．、紀元千四百九十五年［正しくは1494年]50)を以て伊太利
語の簿記書を著述し同國「ヴェニース市」に於て之を出版せり是實に複記式簿
記法に關する著作物の最も古きものなりとすJil)と述べている。
周知のように，イタリアのトスカーナ地方にある小邑のサン．セポルクロ
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(Sansepolcro）で生まれ，フランシスコ派の修道僧，そして，数学者となった
Pacioloこそが，複式簿記を解説した世界で最初の印刷教本である
"PartucularisdeComputisetScripturis，，（｢計算記録詳論｣）を，1494年にヴェ
ネツィアで出版した数学書Ｓ"加加ａｄｅＡγif伽ericaGeo加伽/α月⑰oγtio"/cr
Pγ⑰oγ肋"α/、Z（『算術，幾何，比及び比例総覧ｊ：原語［イタリア語］表記の
標題の冒頭の単語を用いて，しばしばＳ"加加α（日本語では「スムマ｣）と略
記される）の第１部第９篇論説第１１に収載して公刊した人物である52)。東もま
た，上述のように，Pacioloの『スムマ」に収載された「計算記録詳論」つま
り，彼の「簿記論」をもって，複式簿記に関するもっとも古い著作であると説
いているのである。
さて，上記のPacioloの「簿記論」以後，イタリアでは，Domenico
Manzoniの簿記書Ｑ"αdcγ"０ｺ〃ｊｏｃｏ/ｓ"ｏｇｊｏγ"α化…．（1540）や，Alvise
Casanovaの簿記書助CCC〃/ＯＬ"Ｍ伽s伽０，．…（1558)，AngeloPietraの簿
記書Ｉ>zc/γizzoC/29/ｊｃｃｏ"０ｍ….（1586）など，複式簿記に関する諸種の解説
書が刊行されるが，東は，これらについて言及することはなく，Kellyの行論
に従って，イギリスの簿記事情に目を転じている。
第５節
東は，英語により複式簿記（＝イタリア式簿記）の解説書がはじめて出版さ
れたのは，1543年に至ってからのことであると説く。すなわち，「今日の記録
に徴して英語にて初めて簿記書の著述されたるは前記の伊國簿記書［Paciolo
の「スムマ』（1494）に収載の「簿記論｣］の出版以後四十八年［正しくは49年］
即ち千五百四十三年・・・を以て倫敦［ロンドン］に出版されたるものを以て
噴矢となす而して著者は其名を「ヒュー、オールドキヤツスル」（Hugh
Oldcastle）と穂し同市の或る學校長［Kellyの原著では｡`aSchool-master，，］の
職にあり・・・」53)と述べて，HughOldcastleの簿記書［ＡＰγq/７ｍ肌
舵atycc…･］が，イギリスで刊行された最初の複式簿記解説書であることを
明らかにしている。
ただし上記のOldcastleの簿記書は，現在のところ－冊も現存しない（な
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いし発見されていない）「幻の書」となっており541，その解説内容は，同書を
改訂・増補した形で，1588年にJohnMellisにより刊行された簿記書ＡＢγ/沈
伽s〃ctjo"･…を介して推測されるのみである。この点について，東は，「・・・
而して本書は其後四十五年を經て千五百八十八年に至りて「ジョン、メーリス」
(JohnMellis）と穂する同市他の學校長に依り増補再版されたりしが是等の古
書は今は全く絶版に歸して＿も其遺稿を留めざるなり．．．」551と記している。
第６節
続けて，東は，「｢オールドキヤツスル」氏の著書以後二十六年を經て
千五百六十九年・・・には「ゼームスピール」［原文のまま］（JamesPeele）
の著作に係る他の簿記書［ＴﾉｂｃＨｚ/ｈＣｚｕ(ZyCt0Pc旅c〃ss,.…］は倫敦にて出
版せられたり．．．」561と説くとともに，「．．、其後久しく此種の著書は出版
を見ざりしが右「ビール」氏の著書を去ること八十三年即ち千六百五十二年
[正しくは1653年］・・・に至りて「ジョン、コーリンス」（JohnCollins）と穂
する當時有名なる會計検査誉業者にして且又數學家［aneminentAccountant
andMathematician］は商人會計整理法手引（AnlntroductiontoMerchants,
Accounts）［Ａ〃/"/γ０．"c"o〃ｔｏ籾cγｃｈα"/Mcco"川,.…（1653)］てふ書名の
下に頗る大著書を出版せしが本書は簿記法の指南書として久しく世に賞玩され
たり｣57'と述べている。
上述のように東は，イギリスで最初の複式簿記解説書と位置づけられる
Oldcastleの簿記書が刊行されて以後，１６世紀後半から１７世紀にかけての時期に
出版された簿記書として，Kellyの論に拠って，PeeleのＴ〃Ｐ【z/AczuZZW/０
Per/i2c伽ss,….（1569）と，CollinsのＡ〃/"/γod"cﾉﾉ0〃ｔｏ〃０２γc〃α"mzcco卯加，
.…（1653）を挙げている。
もちろんこの時期のイギリスでは，上記の二つの簿記書以外にも，前節で
言及したMellisの簿記書Ａ町峨I>Ｍｗｃｔｊ０"…・を含めて，複数の複式簿記
の解説書が出版されている。例えば，東の論稿，換言すれば，Kellyの論稿で
は言及されていないが，Peeleは，上記のＴ"Ｐﾛﾉﾉjczu(MroPc虎c抗CSS,…・
に先立つ1553年に別の簿記書Ｔ/ｉｃｍα"cγα"。／b"γ碗c…・を刊行している。
－１１６－
経営論叢第７巻第２号（2018年３月）
これは，イギリスで刊行された複式簿記解説書としては，既述のOldcastleの
簿記書，そして，ネーデルラントのＪａｎＹｍｐｙｎの簿記書（Ｍｃ"cル
ノ"s/γ"ｃｊｉｃ…．（1543)）の英語版であるＡ〃川肌α"。［)cがビリrcc此伽
zuoMbc,.…（1547）に次ぐ，第三番目のものにあたるが，Ｔ腕加α"Cγα"ｄ
/b”"zc･…に先行する二つの簿記書がいずれも外国の簿記解説書の翻案ない
し翻訳と考えられるのに対して5８１，外国簿記書の影響を紛れもなく受けてはい
るものの，イギリス人自身の創意に基づいて著された最初の複式簿記解説書で
あると評価されている59)。
またCollinsの簿記書の刊行に先立つ1635年に出版されたRichardDaifOrne
のＴﾉｂｅ肌γcﾉｾα"おＭγγo"た.…は，イギリスの簿記書として初めて版を重ね
たもの，そして，外国の影響を受けた簿記書としては最後のものにあたると言
われる60)。
第７節
さて，１８世紀のイギリスで出版された簿記書について，東は，「其後更に
八十四年［正しくは83年］を經て一千七百三十六年・・・に至りて「パース」
[Perth］市［スコットランド］にて當時其地方に著名なる－學校長「ジョン、
メーヤ」（JohnMair）は英國にて最も汎〈知られたる彼の簿記法原論（Book
KeepingMethodized）［Booh-AcCPj'ＺｇｊＷ〃ｏｄｉｚ，｡:．…（1736)］てふ一著書を
公にしたりしが本書は當時大に世の高評を博し・・・千七百六十八年・・・に
は同著書は大に訂正増補を加へられ且又最近簿記法原論（BookKeeping
Modernized）［Booh-AeCPj，ｚｇ肋dcmjzt/:….（1773)］てふ新書名を冠して再
ひ世に公にされたり・・・」6')と述べるとともに「・・・複記式簿記法の原理
を最も明蜥に且最も正確に解説したるは本書の特長として大いに賞賛すべ〈其
世を稗益したることの偉大なるは當時の出版中差し「メーヤ」氏の此簿記書の
右に出つるものなかるべし．．．」621と記して，１８世紀のイギリスを代表する
簿記書として，上記のMairの簿記書を挙げている。
１８世紀のスコットランドでは，イングランドとの統合後，実学教育が振興さ
れる中で，それまでの古典的カリキュラムとは異なり，実践的な商業や化学．
－１１７－
[論文］東爽五郎「簿記の起源及沿革」（｢新案詳解商業簿記」（1903)）（中野）
物理などの教育に主題を置いたアカデミー（academy）と称される専門学校が
設立される。このような実学教育を志向する学校の設立は，教室で使用するた
めの教科書に対する需要を喚起させ，それまでイングランドに比して簿記解説
書の出版が非常に少なかったスコットランドにおいても優れた簿記書が相次い
で刊行されるようになる63)。自らもパースで最初に設立されたアカデミー
(PerthAcademy）の校長を務めたＭａｉｒが著した簿記書は，まさにこのよう
な学校教育の場での需要を充足するための教科書的簿記書であったのであり，
それが結果として広く一般に受け入れられ，版を重ねることになったのであ
る。
ただし東は，ＭairがBooMe⑳ﾉﾌﾞZg川｡eγ肱ｂｌ:…・の「序文」（Prteface）
に記された改訂増補の理由に関連して，「・・・「是し商家ノ會計部内二商業書
式及計算法ノ慣習［formsandfashionsinaccountantship］二前著書ノ初版以
後間断ナク種々ノ愛更改正ヲ來シタルモノナリ云々」と然れとも著者の所謂最
新の流行に徴ひて本書を増補訂正したりとの緒言は大に疑はしと云はざるべか
らず何となれは若し此新著書にして眞實に當時の實際に使用されたる最新の商
業書式及計算法に擦りたるものなりとせば此新著書の出版せられて間もなく更
に－大愛革の必ずや英國商家の會計部内に行はれたるものなりと云はざるべか
らざればなり、否らざれは、當時此新著書のみを専修して倫敦の商家に職を求
むるものは其實際の執務に臨みて何等の差問へある間敷ものなるに事實は全く
之に反するの形跡ありたるは多少奇怪と云はざるべからず｣64)と記して，詳細
な解説が行われているとは言え，学校の教室で使用されることを主たる目的と
した教科書的簿記書の限界，特にその会計実務への実践的適用性について疑問
を呈している。
さらに彼は，「・・・予は此人を以て英國簿記書著作者中其中興のiiilと云
ふことを檮踏せざるなり唯々其説明の梢々煩雑に過ぎたると又其甚し〈冗長な
るに失したるとは此著書の葉數六百ペーヂ以上に達したるの一事を以て之を證
することを得べ〈随て普通の購讃者用としては多少不適当なるの嫌ひなき能は
ざるなり｣651と述べて，Ｍairの簿記書に対する彼自身の批判的言明も併せて提
－１１８－
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第８節
１８世紀後半のイギリスにあっては簿記解説書の出版点数は増加傾向を示す
が(65)，この時期の簿記書について，東は，「其後簿記書は數多出版されたりと
難も其内容は惣て大同小異にして軍に學校教科用書に適せしめんとの目的を以
て種々に仕組まれたるに外ならず．．．」661と述べた上で，その当時に出版さ
れた主要な簿記書の著者たちの名前（ただし姓のみ）を列挙している。
すなわち，東は，「・・・今就中其最も廣〈發寶されたる簿記書の著者を枚
學するときは「ドツドソン」（Dodson）［JamesDodson］「ウェストン」
(Weston）［WilliamWeston］「ドン」（Don､）［BenjaminDonn］「ハットン」
(Hutton）［CharlesHutton］「ハミルトン」（Hamilton）［RobertHamilton］「ゴ
ルドン」（Gordon）［WilliamGordon］「ダウリング」（Dowling）［Daniel
Dowling］及「ジャクソン」（Jackson）［WilliamJackson］の諸氏あり…｣67)と，
著者たちの名前を挙げる。
さらに続けて，彼は，「・・・更に英國に於ける簿記書の著者として忘るべ
からざるものは千七百年より以後千七百三十六年に至る三十六年間には「スネ
ル」（Snell）［CharlesSnell］氏を初め順次に「ハツトン」（Hatton）［Edward
Hatton］「マルコルム」（Malcolm）［AlexanderMalcolm］「マイヤース」
(Miers）［確認できず］「ウェブスター」（Webster）［WilliamWebster］「ス
テイーヴン」（Stevens）［おそらくは"Stephenｓ(HuscraftStephens)”の誤り］
の諸氏あり・・・」")，そして，「又其後千七百八十九年に至る五十三年間には
｢クロスビー」（Crosby）［ThomasCrosby］氏を初め，「ロンドン」（London）
[JohnLondon］「シヨートランド」（Shortland）［確認できず］「ウード」（Wood）
[WilliamWood］「クツク」（Cook）［おそらくは℃Coke(JohnCooke)”の誤り］
｢セツヂヤー」（Sedger）［JohnSedger］及「デイルウオース」（Dilworth）
[ThomasDilworth］等の諸氏あり｣691と記して，簿記書の著者たちの名前を掲
げている。
－１１９－
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第９節
前節においては，簿記書の著者たちの名前が列挙されるにとどまっている
が本節では，これらの簿記書の多くに見出される特徴が指摘される。すなわ
ち，東は，「特に注意すべきは以上列學したる著作者中唯々其僅少を除きて其
他は蓋〈學校長にあらざれは學校教師［SchoolmastersorTeachers］なるの
￣事にして元來彼等は其職務として簿記法の理論［thePrinciplesofBook‐
keeping］を解説するには最も適任たりと云ふことを得べきも彼等は同時に概
して實地に迂遠なるの蘂は莵る能はざるの常なるを以て彼等の説く所の理論は
實地［Practice］より歸納推論されたるもの極めて稀なるの観あり．．．」701と
述べる。そして，「・・・是を以て以上列畢したる騨多の著者に成れる簿記書
を一々詳細に検閲するときは概して其一書は必ず他書の改造にあらざれば焼直
しと評するも敢て不可なく各著書の間に毫も特色の顯著なるものあるを見
ず・・・」7')と評している。
すなわち，先に掲げた18世紀後半のイギリスの簿記解説書の著者たちはほと
んどが学校の教師であり，簿記の理論を解説するには適任であるが，実務には
迂遠であり，彼らの説く理論も実務から帰納されたものはきわめて稀であっ
て，多くの簿記書は他の簿記書からの改変ないし焼き直しとでも言うべきも
の，したがって，顕著な特色を有する簿記書は見出されないとまで酷評してい
るのである72)。
第10節
上述のような状況の中で．1789年にBenjaminBoothのＡＣＯ加此花Sys陀加
Cl/BOOﾉＭｃ幼ﾉﾉｚｇ･…が出版される。東は，この簿記書について，「然れども彼
の千七百八十九年・・・の出版に係る「ベンヂヤミン、ブース」（Benjamin
Booth）と稲する－商人の著述したる簿記書は特に見るべきの債値あり．．．｣73）
と記して，その「序文」（Introduction）の一部を引用している。すなわち，
「・・・其緒言の一節に曰く「凡ソ簿記書ノ論スル所ハ之ヲ各種ノ商業ノ實地
二應用シテ毫モ不都合ナキコトヲ要スルニ簿記ノ理論ヲ完全二解説シタル著書
ノ我英國全士、而モ商業ヲ以テ立國ノ唯一ノ基礎トスル英國二未タ嘗テーツタ
－１２０－
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モ出版サレタルコトナキハ眞二奇怪ト云フベク實二慨嘆二堪ヘザルナリ世間多
クノ簿記書ヲ見ルー其説ク所ハ尚ホ頗ル不完全ヲ極ムト云フモ敢テ不可ナク是
等ノ著者ハ眞實二簿記書ヲ編纂スルノ能カヲ鉄クモノ、如シ若クハ彼等ハ唯々
空理ヲ吐露シテ徒ラニ放言高論スルノミト云ハスンハアルベカラズ何トナレハ
其理論ハ之ヲ實際二應用シテ［bringingtheirtheoriestothetestof
experience］迂遠ノ甚シキモノ其多分ヲ占ムレハナリ云々」・・・」74)と。
このようなBoothの文言に対して，東は．「・・・其言大に高`慢に失して未
た蓋〈之を信ずべからず・・・」751と批判しつつも，Boothの簿記書それ自体
については，「．・・著者は頗る大部の－冊をなして明に著者の久しき實地の
經験より研究されたる結果［theresultofexperience］と云はざるべからす即
ち本書中實地に極めて適切なる帳簿記入式の例題を見る少なからざるは此著書
の爲特筆せさるべからず・・・」761と述べて，それまでのイギリス簿記書の主
流であった教科書的簿記書と比較して，その教示内容を大いに革新した実務志
向の実践的簿記書であるBoothの簿記書の特徴を明らかにしている。
ただし彼は，さらに，「・・・然りと雛も同書に説く所の記入式は唯々仕
讓帳及元帳の二帳簿のみを使用するにありて其初學者に容易に解し難き黙の－
にして足らざるは同書の暇理と云ふべきなり・・・」771との批判も記している。
もっとも，Boothの簿記書で教示される主要簿は日記帳・仕訳帳・元帳の三
帳簿であり，上記のように東がKellyの論に拠って記した仕訳帳と元帳の二
帳簿ではない。しかも，主要簿のうち，日記帳を複数に分割した分割日記帳制
(特殊仕訳帳制）の教示に，初学者向けの教科書的簿記書でない，大規模商業
の発展という当時のイギリスの状況に対応すべ<工夫された実践的簿記書とし
てのBoothの簿記書の真骨頂があるとすれば，それは初学者にとって容易に
理解し難いものであったと思量される78'･
第１１節
イギリスでは，Boothの簿記書以降も多くの簿記解説書が出版されるが，そ
の中で，東は，ＪＨＷｉｃｋｓとJohnShiresの簿記書を取り上げている。すなわ
ち，「尚ほ幾多の小冊子に成れる簿記書は其後陸續出版されしが就中「ウイツ
１２１
[論文］東夷五郎「簿記の起源及沿革」（｢新案詳解商業簿記」（1903)）（中野）
クス」（Wicks）［JHWicksga］及「シヤヤース」（Shires）［JohnShires］氏
の著書は穂々其著名なるものたるも倶に多少の批難は免れざるなし．．．」79）
と述べる程度にとどまる。
第12節
本節でKellyの論稿に依拠した東の論述は終わりとなるが，最後に，彼は，
18世紀末のイギリスにおいて，従来の複式簿記（＝イタリア式簿記）に対する
大きな革新を試みたEdwardThomasJonesを取り上げている。先に言及した
Boothは，簿記法の革新とは言え，複式簿記の枠内での進化と言うべきもので
あったが，Jonesは，複式簿記を痛烈に批判しこれに代わる新しい簿記法，
つまり，イギリス式簿記を自らの創意に基づき提唱するのである。すなわち，
｢已に述へたるが如く複記式簿記法は先つ其起源を伊太利に發し而して後欧洲
各國に傳播されたるものなるを以て此方式は－名之を伊太利式簿記法［イタリ
ア式簿記］と穂するとあり然るに弦に掲くべきは此伊太利式に對して一時競争
を試みたる英吉利式［イギリス式簿記］と稲する他の新流派なりとす担此派の
開iiiuは「ヱドワードトーマス、ジヨーンス」［原文のまま］にして其著書は英
吉利式簿記法（TheEnglishSystemofBookKeeping）〔〃zcsbE'zg/M
Sbﾉs花"ｚｑ/DooMcCPi"ｇムｙＳｊ'zg/ＣＯγ比"b/ｅＥ"”…･］の標題の下に
千七百九十六年．．、を以て倫敦［正しくはブリストル（BristoD］に出版さ
れたり．．．」801と述べて，１８世紀末のイギリスに出現し，種々の論議を巻き
起こしたイギリス式簿記について論及している。
このＪｏｎｅｓの簿記書について，東は，「・・・而して同書の發實高の驚くべ
き巨額に上りたる一事は特に顯著にして即ち同書出版に先ちて豫め同書出版の
計書は盛んに世間に廣告吹總され且つ附記して曰く「軍記式二基ク簿記法ノ確
固不易ナルー新流派ハ弦二初メテ發明サレタリ彼ノ伊太利式簿記法ト称スル複
記式ハ往々誤謬ニ陥り易ク寧ロ臓着的方式ト云ハザルベカラズ云々」と而して
本書の出版は之が豫告の方法に特に用意周到なりしとは云へ－部の代償は僅々
一「ギニール．．なりしに其発寶惣代償は實に六万乃至七万膀［ポンド］・・・
の巨額に達せしと云ふ以て本書の一時世人の非常なる大喝采を博したる情況を
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知るに足る｣８１１と述べてJonesの簿記書がその出版にあた1)世間から大きな
期待を寄せられかつ好評を博したことを指摘している。
しかしながら，この簿記書は，結果として世間の期待に背くことになる。す
なわち，東は，「然りと錐も本書の説述する所は長く世人の満足を買ふに足ら
ず其後日ならずして種々の論難駁説を試むるの學者は各所に輩出し就中「ミ
ル」（Mill）［JamesMill］氏の立案に成れる駁論は遂に此争議に終結を輿えた
り．．．」82)と記す。そして，「．．．即ち同氏は所謂英吉利法及伊太利法の両
者の得失を比較せんが為「ジヨーンス」氏著書中の例題を複記式に随ひ仕讓け
整理したりしが其取扱中に－大誤謬の英吉利法に必ず見るべからざる所以を發
見し「ミル」氏の此誤謬の發表と倶に双方の討論は直に採決を見て伊太利法の
尚以て英吉利法に優れること數等なるの結論を得たり．．．」83)と述べて，こ
れら二つの簿記法をめぐる論議は，特にＭｉｌｌの検証［Ａ〃Ｂｒα〃"α"0〃ｑ／
/Wzcs，Ｅ'zg/ＭＳｙｓ〃"ｚｑ/DOCﾙｰﾙc"ｉ"９（1796)］を介して，イタリア式簿記が
イギリス式簿記に対してはるかに優れていることが結論づけられたと説いてい
る。
ただし東はまた，「然れとも「ジヨーンス」氏は在來の簿記法中に少なか
らざる改良と刷新を施し彼の伊太利式にありては仕讓帳の金額桁は軍に－行の
外設けざりしものを改めて二行となして元帳への韓記に誤謬を少なからしめ或
は彼の頗る精巧なる試算表を案出して商家財政の最良統計に適用せしめ又帳簿
の諸虚に記入せらるべき金額若〈は員數に成るべく誤記違算を少なからしめん
か爲、種々の新案を發意したるが如きは同氏の爲特筆せざるべからす｣卸と記
して，彼の貢献を全面的に否定するわけでなく，部分的にはこれを肯定し
「．．．要するに「ジヨーンス」の斯學に貢献したる功績は實に偉大なりと云
ふく<決して吾人に忘らるべからざえるなり｣85)と説いている。
すなわち，Jonesが提唱した新簿記法であるイギリス式簿記は，簿記法それ
自体としては，当時の論議の結果として，その不完全さを露呈させ，イタリア
式簿記（＝複式簿記）の卓越性を再認識させることになるが．東は．イギリス
式簿記法で試みられた多桁式金額欄の使用などJonesが唱えた新式簿記法の
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後世への影響についても一定の評価を与えている。
上述のように,Jonesが喧伝した新式簿記法は結局のところ失敗に終わるが，
このことを契機として，会計の歴史に関する古典書の一つとされる「ブラウン
の会計史」（RichardＢｒｏｗｎ（ｅｄ),ＡＨ's/川ｑ/・Acco""/ﾉﾌﾞ２９α"dAcco""〃伽
(1905)）の中で，「EdwardJonesの物議を醸した著作とともに。われわれは
近代的簿記の時代に入る」（WithEdwardJones・muchnoisedtreatisewe
entertheeraofmodernbookkeeping)861と説かれるように簿記（複式簿記）
の歴史における新しい時代へと入っていくことになるのである87)。
第13節
本節の冒頭において，東は，「以上千八百一年…の出版に係る英人「ピー，
ケリー」氏著簿記原論（P・Kelly，sTheElementsofBookKeeping"）中より
引用したるものにして．・・・」88)と記し前節までの簿記に関する彼の歴史
叙述がKellyの簿記書Ｔ/ｂｅＥ/e碗c肱ｑ/EooA-hcePj''９…．（特にそこに収載
された"AShortHistoryofBook-keeping）に拠るものであることを明らかに
している。そして，彼は，「・・・専ら英國に於ける簿記著書の沿革なれども
他の欧洲各國にも亦簿記法は性昔之を伊太利より直接に輸入傳播したるものに
して各邦倶に種々に改良刷新する所少なからずと難も何れも其歸着する虚は現
時各國一般に行はる、方法の範園を脱せざらなり・・・」891と説いて，その当
時の状況をふまえて，各国における簿記事情が大きく異なるものでない旨を総
括している。
その上で，東は，明治期前半のわが国の簿記事情について言及する。すなわ
ち，「・・・而して惣て他の簿記著書は之を欄〈としても就中彼の米国に於け
る「マーシ」氏（Marsh）［ChristopherCMarsh］「ブライアント及ストラツ
トン」の両氏（BryantandStratton）［HenryCBryantandHenryD
Stratton］及「イー、ヂー、フオルソム」氏（ＥＧＦｏｌｓｏｍ）［EzekielG
Folsom］の簿記書の如きは斯道の普及上にその貢献したる虚頗る著大なるの
一事は特に學習者の記憶を要すべし殊に彼の千八百七十二年［正しくは１８７３
年］の出版に係る「フォルソム」氏の著書たる論理簿記學（LogicalBook
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Keeping）［Ｔ/ｂｅＬＱｇｉｃｑ/・Acco卯加;･…（1873)］中最も抽象的に且最も巧妙
に解説したる借貸の理論は後の此科の學習者及著作者に取り非常に有益なる指
針として賞賛すべ〈同氏の名は簿記科の存續と倶に長く忘るべからざるな
り・・・」9(1)と記して，明治期のわが国の簿記書に大きな影響を与えたアメリ
カの簿記書，特にMarshBryant＝Stratton（＝Packard)，Folsomらの簿
記書を列挙して，それらを賞賛している。特に本稿のⅢ－１で言及したよう
に，東の簿記観に大きな影響を及ぼしたと考えられるFolsomについては，上
掲の引用文に含まれた「・・・同氏の名は簿記科の存續と倶に長く忘るべから
ざるなり・・・」という文言に示されるように彼の評価は相当に高いものが
ある。
最後に彼は，複式簿記を代表例とする洋式簿記の導入期にあたる明治初期
のわが国の簿記事情について論及する。すなわち，「・・・而して又簿記科の
我邦に渡來したる歴史は如何んと云ふに明治六年iii高澤［福澤諭告］氏の右「ブ
ライアント及ストラットン」合著の原書［B川"ＭｍＳ加肋"ｌｓＣｏ"zm0〃
Schoo/ＢＯＯﾉＭe⑫/咽…・(1861)］を意課して其書名に「帳合の法」［１帳合之法』
(1873/1874)］と冠して之を上梓發薑したるを以て簿記書の噴矢となし又その
頃本邦に於ける國立銀行創始の爲大蔵省銀行局の特に聰傭せし英人「アーレ
ン、シャンド」［AlexanderAShand］氏の銀行事務指導中、同氏の著述を雛
課したる「銀行簿記精法」［『銀行簿記精法」（1873)］なるものはこれ本邦最古
の簿記書にして其後明治十一年には森下［森下岩楠］及森島［森島修太郎］雨
氏の合著に係る「簿記學階梯」［正確には『三菱商業学校簿記學階梯』（1878)］
又加藤斌氏の英人「イングリス」［WilliamInglis］原著の簿記書［BooA-AcCPj,ｚｇ
ｈｙＳｊ'zg/eα"ｄ仇"肌Ｅ"”;･…(1850)］を課したる「商家必携」［正しくは「商
家必要』（1873/1877)］の出版ありて以後年を追ふて簿記法の商家に實地應用
されたること殊に又會社事業の愈々盛んに民間に興されたることに供ひ斯道の
著書は陸續無數に出版發寶さる、に至れるなり｣９１１と説いている。
上述のように，東は，本節において，複式簿記の歴史，特にその起源とイギ
リスにおける展開について叙述するにあたり依拠してきたKellyの論稿を離れ
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て，わが国への複式簿記の導入期における簿記事情について，独自の解説を付
け加えて説いている。彼は，この時期に刊行された福澤の『帳合之法j，
Shandの「銀行簿記精法j，加藤の「商家必要」森下・森島の「簿記學階梯』
といった最初期の啓蒙的簿記書の名前を挙げるとともに上掲の引用文の文言
を再褐するならば，「・・・年を追ふて簿記法の商家に實地應用されたること
殊に又會社事業の愈々盛んに民間に興されたるとに供ひ斯道の著書は陸續無數
に出版發實さる＞に至れるなり・・・」と記し，わが国でも複式簿記の実際的
利用とこれを解説した簿記書の刊行が年を追って盛んになっていることに言及
して，「簿記の起源及沿革」と題された自らの稿を結んでいるのである。
Ｖ結語
以上，わが国において会計の専門的研究者による最初の簿記史研究の論稿に
あたる，東の「新案詳解商業簿記」（1903）収載の「簿記の起源及沿革」につ
いて検討してきた。明治初期に複式簿記が洋式簿記として導入されて以来，わ
が国においても欧米の簿記書を翻訳（翻案）した複式簿記の解説書が登場し
その後に日本人自身の人の手になる簿記書が出現する．これと符合するかのよ
うに，会計史に関しても，簿記の歴史を中心に，曾田の「記簿法Book-
keeping」と海野の『簿記學起原考ｊが公表され，次いで，本稿で取り上げた
東の論稿が登場する。おそらく複式簿記の解説書を自ら執筆するようになるに
伴いその起源と沿革への関心が起こり，未だ－次史料を入手（蒐集）・分析
しての歴史研究が困難な状況下にあっては，もっぱら欧米における先行研究の
成果を紹介・導入する形での会計史の研究が進められようになり，東の論稿は
その代表例の一つにあたると考えられる。
彼の「簿記の起源及沿革」は，既述のようにKellyの簿記書Ｔｈｃ
Ｅ/c"zc"たｑ/BooA-Ac幼ﾉﾉＺｇ･…の序文中に収載された簿記史の小稿"AShort
HistoyofBook-keeping，,にもっぱら依拠したものであり，純然たる翻訳では
なく，行論中に東自身の見解ないし解釈がしばしば記述されてはいるが，あく
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までも彼自身の創意に基づくものではない。また原著そのものが小稿のゆえ
の制約があり，全体として歴史叙述が簡潔に過ぎる観がある。叙述内容も，今
日的に見ても大筋において誤りは少ないが主として，複式簿記の起源とこれ
に関連してのPacioloの「簿記論」および，複式簿記が伝播して以後にイギ
リスで刊行された簿記書の歴史に限られており．しかも，個々の簿記書の教示
内容に言及したものは少なく，もっぱら簿記書やその著者たちの名前が掲げら
れるのみである92)。
ただし東は，Kellyの論稿にその歴史叙述のすべてを依拠していたわけで
はない。例えば，先に見たように，特に第１３節を設けて，明治初期のわが国の
簿記事情をふまえながら，MarshやBryantandStratton，Folsomなどによ
るアメリカの簿記書に論及しまた福澤やＳhand，加藤などによるわが国
の最初期の簿記書に言及しているところは，明らかにKellyの論稿には見出さ
れないところである。特に彼の簿記観に大きな影響を与えたと考えられる
Folsomの簿記書については非常に高い評価を与えている。
とは言え，東自身も，「簿記の起源及沿革」に見出される傾向と限界は認識
していたように思われる。上記の論稿が収載された『新案詳解商業簿記」の
刊行から５年後に出版された「商業會計第壹輯』（1908）において，東は，改
めて「簿記法古代の沿革」と題された簿記の歴史に関する論稿を執筆・収載
する。もちろん，この第二の論稿もまた，当時の研究環境の制約からして一次
史料の蒐集と分析に基づくものではなくあくまでも海外の先行研究に依拠す
るものではあったが会計史に関する欧米の，当時として最新の研究成果，つ
まり，第12節の末尾で言及した今日でも会計史研究の古典書の一つとされる
『ブラウンの会計史」（1905）（特にその第５章HistoryofBookkeeping,,）に
依拠する形で，簿記の歴史に関するより本格的な論稿を公表する93)。
そこでは，東は，原著である「ブラウンの会計史」特に簿記史の叙述に関
してそれが冗長詳密に過ぎるという批判を加えながらも，あえて長文と煩労を
厭わず，「簿記法古代の沿革」では，基本的にその翻訳に徹している94)。この
ことは，彼の第一の論稿である「簿記法の起源及沿革」における傾向と限界を
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意識してのことであろうと思量される。「ブラウンの会計史」がイギリス本国
で出版された1905年からわずか３年というきわめて短期間のうちに，同書の叙
述内容を基に「簿記法古代の沿革」を著し複式簿記の歴史について，特にイ
タリアにおける誕生からそれが他のヨーロッパ地域へ伝播し始める13世紀から
16世紀前半にかけての時期に限られているとは言え，その詳細な紹介と解説を
企てたという点に，会計の歴史研究に対する東の関心の高さと功績を看取する
ことができるように思われる。東の第二の論稿については，稿を改めて考察す
ることにしたい。
[注］
＊ 本稿は，以前に公表した拙稿（中野［201lb］と［2016］（Ｖ1-1.2)）について，
頂戴したコメントや，関連分野に関するその後の考察結果に基づき，加筆・修
正を行ったものである。
海老原・梅浦（訳）の「銀行簿記精法」には完全な原書と位置づけられる特定
の著作はなく，お雇い外国人であったShandが英語で講述した複式簿記（銀行
簿記）の内容が邦訳されたものである。他方，福澤（訳）の「帳合之法」の原
書は当時のアメリカの代表的簿記書，つまり，HenryBBryantとHenryD
Stratton，ＳｉｌａｓＳ・PackardによるＢｒyα"/α"ｄＳｔｍｒｔｏ〃ＩｓＣｏ"zmo〃Ｓｂ/、o/ＢＯＯルー
Aeepj）ｚｇ･…（初版：1861)，また小林（訳）の「馬耳蘇氏複式記簿法」の原
書も．アメリカのChristopherCMarshのＴﾉｶｅＳｒｉｃ"“ｑ/ＤＣ"6/e-E"”Ｂｏ伽
AC⑳/"３.…（初版：1830）である。ただし加藤（訳）の「商家必要」の原書
はイギリスのWilliamlnglisのBooA-ﾉbe⑪j"ｇｈｙＳｊ"g/ｅａＭＤｏｚｕｂ/ｅＥ"try;･…
(1850）である。
これらの邦訳簿記書における複式簿記の解説は，本文中でも記したように．
福澤の『帳合之法ｊではその「二編」（２分''1）（1874）において，また，加藤
の「商家必要」ではその「複認」（２分冊）（1877）において行われている。他方，
小林の「馬耳蘇氏複式記簿法」は標題からも明らかなように複式簿記の解説書
であるが，彼は，これに先行して，同じMarshの箸になる簿記書，つまり，A
CoZイバＣｑ/Ｐ、(ﾌﾟﾉｃｃｉ〃ＳﾉﾌﾞZg/ｅＥ"tryBooA-片c⑳/"ｇ･…（1859）を原書として単
式簿記の解説書「馬耳蘇氏記簿法」（全２分冊）（1875）を別途刊行している。
なお，Ｓhandの「銀行簿記精法」については，上述のように，欧米で刊行さ
れた特定の著作からの直接の邦訳ではないが，しかしそこに見出される銀行
l）
－１２８－
経営論叢第７巻第２号（2018年３月）
簿記の解説内容と，イギリスのJamesWGilbertの銀行書，つまり，Ａ
Ｐｍｃｔｊｃα/Ｔγcatjseo〃Ｂａ"肋79,….（1827)，および，先に言及したアメリカの
Marshにより著された銀行簿記書。つまり，ＴﾉｶｃＴ力eoryα"ｄＰｍｃｔｊｃｅｑ/Ｂａ"A
BOoMeqDiｿｚｇ….（1866）との関係が比較・考察されている（白坂［2013]’第
２章)。
曾田の『學課起源署説ｊに収載された論稿「記簿法Book-keeping」は，ヨーロッ
パにおける科学史・技術史の草分け的著作とされるJohannBeckmannの分冊
形式による論文集ＢａｙjγZiigUZ"γC2sCﾉijc肱ｄｅγＥｒ/１Ｍ""聖〃（1780～1805）（全
５巻（各巻４分冊）計20分冊）に収載された，簿記の歴史を取り上げた論稿（た
だし，それは，原書であるドイツ語版に収載された論稿（"Vomltalienischen
Buchhalten"）ではなく，英語版，特にその第四版にあたるＡＨＪｓｔ０”ｑ／
I>zzwzrjo"s,ＤｉｓｃｏｚＭｅｓａＭＯγ49ｊ"ｓ（1846）に収載された論稿（"ItalianBook‐
keeping，,）を抄訳したものである。この曾田の「記簿法Book-keeping」と，そ
の原書となったBeckmannの論稿，および，両者の関係等の考察については，
中野［2015］を参照されたい（Seeａｌｓｏ小島［'9731193-194頁；西川［1975]’
６頁；同［'9821200-201頁)。
海野の「簿記學起原考」の詳細については，中野［2017b］を参照されたい（See
also江村［19531序説；小島［1965]’第９章；同［19731第５章；西川［1975］；
同［1978］；同［19821第二部簿記学起原考解題)。
なお，海野は，『簿記學起原考」の後に刊行した簿記解説書の「實用簿記法』
(1889）の中でも特に項を設けて（｢簿記法の起源｣)，簿記の歴史を概説してい
る。この項の考察については，中野［2017a］を参照されたい。
Fosterは，ＡＣＯ"ｃｊｓｃＤｕａｔｊｓｅｏ〃ＣＯ'"机eγｃｊａノBOOﾉMeePj"9,．…（Boston，
1836）や，ＤＣ"肱Ｅ"”Ｅ/z‘cjdhz〃:…．（London,1843）などの簿記書に代表
されるように，大西洋の両岸で複式簿記の解説書を出版している。その中で，
彼が1852年に公刊したＴ/ｉｅＯγigj〃α〃Ｐγ09γCSSけBooMc幼ﾉﾌﾞzg:…・は，そ
の正式な標題をＴ舵Ｏγ垣i/ｚａＭＤＱｇγｃｓｓｑ/ＤＯＣﾉＭｅ幼ﾉﾉzg・ＣＯ'"PγＭｚｇα〃
Acco""tq/ＡﾉﾉｔｈｅＷｂ'ＰＡＳＣ〃/ﾉbjsSzZ肱c/,Ｐ"Ｍｓ"ｄｊ〃ﾉﾙｃＥ"g/ＭＬα'zgw…，
/Ｍ'２１匁３t01852,〃//bRc机α液s,Ｃγ伽α/α"ｄＨＪｓｉ０γｊｃａ/,と記されるように，
英語による最初の複式簿記解説書が出版されたとされる1543年から，上掲書の
刊行年にあたる1852年に至るまでの期間に，英語により出版された簿記書を
もっぱら分析の対象として取り上げた著作であり，対象とされた150点超の簿記
書は，若干の例外を除いて、すべて彼が蒐集したコレクションであると言われ
る（Foster［l8521TitlePage,piii)。
なお，上掲のFosterの会計史書は，「序」（Preface）を含めて，合計54頁の
小著であり，以下のような構成になっている。すなわち，
２）
３）
４）
－１２９－
[論文］東爽五郎「簿記の起源及沿革」（『新案詳解商業簿記』（1903)）（中野）
（１）
（２）
(３）
序（ppjii-iv）
本文（pp5-22）
文献目録：
"WorksonBook-keeping，，（pp23-33）
“AmericanWorksonBook-keeping”（pp34-37）
“MercantileTables”（pp37-42）
“NewandPopularWorksbyBFFoster”（pp､43-54）
このうち，本文に相当する部分では，まず簿記の歴史を略述した上で，イギ
リスの簿記書を中心に９点の簿記書を取り上げて個別に簡単な考察を加えてい
る。そこで取り上げられたのは，具体的には，以下の簿記書である。すなわち，
RichardDalfOrne，ＴﾉｾｅＡｆｂγc力α"な'Ａｆ】γγo"丙…・’２ｎｄｅｄ.,London,1651．
（標題は正しくはＴﾉﾉe肌γc〃α"たＭγγo"だ…･）
（なお，初版の刊行年は1635年）
JohnCollins,Ａ〃〃γOdzｲc//0〃ｔｏ肌γcﾉiα"応，Acco"ＷＳ,London,1652．
（標題と刊行年は正しくはＡ〃〃γ０．"ｃｔｉｏ〃ｔｏ腕eγcﾉｶα"tsacco"川･…,1653）
StephenMonteage,De6toγαＭＣｒｃｄｊｔ０γ〃zadeeasze:…。，London,1675．
JohnClark,LCC/"γCSO〃Acco”応;･…,London,1732．
AMerchant,ＡＬｅｃｔ”e〃o〃ＰＵ７ｔ"eパノilP化CO"川…･’２ｎｄｅｄ.,London,1769．
（第二版の刊行年は正しくは1768年）
（なお著者名と初版の刊行年は確認できず）
DanielFenning,ＴｈｅＹｂ”//ｚｌｓＣ"ｊｄｃｔｏＴｍｄｅ,.…，London,1772．
EdwardT,Jones,Ｔ"Ｅ'zg/jSﾉiSys陀加ｑ/ＢＯＯﾉＭｅ⑳/"g>･…,Bristol,1796．
（標題は正しくは/WzeパＥ'zg/ＭＳｙｓ陀沈ｑ/BooMe"j"ｇ…･）
JohnW・Fulton,〃ｉｔｉｓ〃ん伽〃Booh-AeCP/"ｇ･…,Bengal,1799．
（anotheredition,London,1800）
J､Isler,MzcSzujssA化ﾉﾉＭﾉq/・AcePj'ｚｇＭｈｓ,．…,Brussels,1810.
上記のように，Fosterの著作は，彼が蒐集した，1543年から1852年にかけて
の期間にもっぱら英語により著述・出版された150点超の文献に基づいて著され
た本文と文献目録からなる著作である。このうち本文は54頁中わずか１８頁に
すぎないが，ともかくも，単行本において会計（特に簿記）の歴史がはじめて
専門的に取り上げられたという点で，会計史研究の歴史上，象徴的な著作と位
置づけられる（Ｙａｍｅｙ［l9801p､90;see久野（秀）［1979],273-279頁)。
上記のFosterのＴﾉﾉＣＯγigj〃α"‘〃…γｅｓｓｑ/BooA-Ac”/"9,．…が会計の歴史
を単行本として取り上げた世界最初のものとみなされるが，海野の「簿記學起
５）
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原考』はそれに次ぐ世界で第二番目のものと位置づけられる。この『簿記學起
原考」は，多くの諸原書を抜粋して簿記史の編纂を企図したものであるが海
野は当時の慣習にしたがって該当箇所に個々原書名を掲げて該当の引用頁を示
すことはせず，引用原書のうち計１９冊（ただし簿記の解説書は６冊のみ）を
「引用書目」として褐記しているにすぎない。そして，海野は，「引用書目」の
中に掲げた１９冊のうちのBeckmannの著作（ただし「引用書目」に「－ベ
ツクマン氏ニヒストリー、ヲフ、インベンシヨンス、ジスコバリース、エ
ンド、ヲルジンス」（ＡＨＪｓｔ０ｒｙｑ/,伽１２"rio"s,DjcouCγｊｅｓα"‘Ｏγigj"s）と記さ
れているように．原書であるドイツ語版ではなく，英語版（特に第四版)）に収
載された論稿（"ItalianBook-keeping厨）を主な底本として「簿記學起原考』を
纂訳したものと解される（See海野［18861「引用書目｣)。
なお，海野の「簿記學起原考」と，これに先行する曾田の「記簿法Book‐
keeping」との相互関係については定かでないが，この点について，西川孝治
郎は，「海野は「学課起源略説」を知らず，自ら英書「ベツクマン氏ノ事物起源
史」を見出してその大半を引用した・・・」と述べている（西)|｜［19821200頁；
ｓｅｅ小島［'9651195-196頁)。
６）欧米の簿記解説書の翻訳（翻案）でない日本人が編集・著述した最初の簿記
書は，愛知県師範学校教師であった栗原立一による「記簿法燭學」（1876）とさ
れる。その意味で，日本人による簿記書は洋式簿記の導入後比較的早い時期で
出版されたと言えるが，ただし明治期前半の主流はやはり欧米簿記書の翻訳
（翻案）であった（西)|｜［'9711278-220頁;see小島［19731192頁)。
黒澤清によれば，わが国における明治期の簿記史は，大きく二つの段階に区
分することができるとされる。すなわち，（１）福澤（訳）「帳合之法』（ただし
「初篇」２分冊）と，海老原・梅原（訳）「銀行簿記精法」の刊行を見た,1873（明
治６）年に始まり，もっぱら外国簿記書の輸入翻訳にのみ終始していた第一段
階と，（２）日本人の独自の構想になる最初の簿記文献である下野直太郎の『簿
記精理」が刊行された１８９５（明治28）年から1912（明治45）年一実質的には
吉田良三の「會計學」が出版された1910(明治43）年一までの第二段階である。
そして，この吉田の「會計學」の出現をもって明治簿記史の時代は終わり，簿
記の段階から会計学の段階への史的転回がはじめて実現されたと言われる（黒
澤［'98218,9-10,1617,30,33-34頁)。
7）東は，「新案詳解商業簿記」の「緒言」において，本書の特徴について，自ら，
「・・・本書の第一編惣論、就中、その借主及貸主の理論に關して講説したる部
分は此科［簿記科：筆者追加］各講述者の在來普通に試みたる順序方法に依ら
ずして全く新規の趣向に出でたる一事は本書の特色として著者の敢て吹鑛せん
ことを欲するなり本書に冠するに「新案詳解」の四字を以てしたるは全くこの
理由に基くなり」と記している（東［190311頁)。
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この点について，黒澤は，「・・・それまでは、すべての簿記文献は、原著に
忠実であることを期し、洋式簿記法をそのまままちがいなく、わが国に移植す
ることに重点がおかれていたのであった。そこには、何ら創意工夫のあとがな
かったというよりは、作意なく原著の趣旨を伝達しようとしたもののようであ
る。これに対して、明治簿記史の第二段階においては、東の著書の標題にある
ように、「新案詳解」であることを競うようになってきたのである｡」と述べて
いる（黒澤［1982122頁)。
西Ⅱ｜［1975]’８頁；同［1982],202頁。
岡田誠一も，東の「簿記の起源及沿革」を収載した「新案詳解商業簿記」に
ついて，「同書には亦簿記學の歴史的研究のためにも十六頁を割いて之に充て、
居る。此方面の紹介は明治十七年中に海野力太郎箸簿記學超原考［原文のまま］
があり、その再版もあった様であるが、その後之に續<ものもなかったのであ
る。同書は此方面に於ても先鞭をつけたものと云ってよいであらう｡」と記して，
東の著作の意義を高く評価している（岡田［19351310頁)。
なお，東以前に会計の歴史を論じた曾田（?～1891）と海野（1861～1944）は
両名ともに学界人ではない。すなわち，曾田は，教師〆後に自由党系新聞記者・
論客として活躍し，また，海野も，三菱商業学校を卒業し三菱会社に会計方と
して入社するが，その後に日本鉄道会社に転じ，さらに，逓信省鉄道局，鉄道院，
帝国鉄道協会に勤務するなど，晩年までもっぱら鉄道関係の業務に携わってお
り，その意味で，両者とも専門的な会計研究者ではなかった。特に後者の海野
について，西川は，「・・・ともかくまれに見る読書家であり、学問研究に熱心
な、いわば学者的実業人だった。勤務の余暇の労作が多い｡」と評している（西
川［'9821196-197,199頁)。
東については，自伝（｢ある会計人の半生一東夷五郎自伝一」（渡辺宗煕（編)）
が存在するので，経歴の詳細についてはこれを参照されたい（東［1977])。
東［19771「年譜」（127-129頁)。
東［19771「年譜」（129-134頁)。
東は，会計分野の学界から実務界に転じた後も．執筆活動に積極的に携わって
おり，本文中に掲げた『商業會計研究」以外にも，自ら設立にかかわった日本
會計學会の機関誌「會計」などに多数の論稿を公表している。ちなみにＩ會計」
の創刊号には，彼の「減債償却金に關する會計問題（上)」が掲載されている。
また，本文でも言及したように，1929年にニューヨークで開催された第三回会
計士国際会議に出席し，そこで報告した"LegislationfortheAccounting
ProfessioninJapan"の内容を論文にまとめたものが，同会議の論集に掲載され
ている（東［l917a］；Higashi［1930])。
FolsomのＴ雌ＬＯｇｊｃｑ/Acco""な;･…によれば，複式簿記とは，価値の等価
的収支（coequalreceiptanddisbursementofvalues）を跡づけ，価値交換の
8）
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１
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二面的結果（two-fOldresultoftheirexchange）を表示することにあると定義
される。すなわち，科学としての簿記は，価値に基礎を置くものであり，この
ような価値は，大きく二つのクラス，つまり，商業価値（CommercialValue）と，
観念価値（IdealValue）とに分類される。そして，あらゆる取引，つまり，価
値の交換は，①商業価値，②観念価値，および，①商業価値と観念価値という
三つの構成要素の，それぞれの受取りと引渡しという組み合わせからなる九つ
の等式（＝「価値交換等式｣）に還元されるとして，貸借記入の原則を，以下の
ような規則つまり，
１．受け取ったすべての価値は借方である（AllValuereceivedisDebited）
２．引き渡したすべての価値は貸方である（AllValuegivenisCredited）
という，価値の受渡しにかかわる因果律（principleofeffectandcause）に関
連づけて解説されている（価値受渡説（または価値得失説))。
なお，Folsomの簿記書の詳細については，中野［1992]，第７章ⅡＩを参照さ
れたい（SeealsoLittleton［1933],ｐｐ､195-199（片野（訳）［19781296-301頁）；
久野（秀）［19791369-374頁；久野（光）［19851第９章§２)。
14）西川は，「明治初期の輸入簿記書の中で，わが国に最も大きな影響を与えたのは、
米人イー・ジー・フオルソム箸LogicofAccounts、１８７３である。そして多く
の簿記書がこれに基づいて書かれたが、翻訳書だけでも次のごとく多数であ
る｡」と述べて，以下の簿記書を挙げている（西川［1971],381頁)。
「 森島修太郎訳
竹田等訳
図師民嘉訳
竹田等訳
堀内正善講
松尾亮訳
森村金造講
松本邇講 ｊ
月
月
月
月
月
九
六
十
九
二
年
年
年
年
年
年
年
年
一
一
三
一
二
四
七
十
十
十
十
十
十
十
十
二
二
二
二
三菱商業学校簿記学例題
簿記学精理
簿記法原理
簿記学原論
論理簿記学
簿記法解釈
簿記法原理
簿記学
その上で，西川は，さらに。「このうち「三菱商業学校簿記学例題」は明治
十一年十月初版、翌十二年七月訂正再版、十二年十月十一日版権免許のうえ、
二種の異なった版本が刊行され、－，二年の間に四、五種類の刊本ができてい
る。簿記法原理、簿記法原論および簿記法解釈の三書も再販が出版された。こ
れらの簿記書の出版には、それぞれ今わからないような特殊な事情があったか
もしれないが、ともかくも数が多いという感じは強い｡」と記している（西川
[19711381-382頁)。
なお，上掲の著作のうち，森島の「簿記学例題」は，Folsomの簿記書を祖
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述したものであるが，ロングセラーとなり，受渡説（＝価値受渡説）として後
に広く知られるに至った勘定学説をわが国で最初に紹介したものとされる（黒
澤［1982111,19頁)。
このようなFolsomの簿記書が東の『新案詳解商業簿記』に及ぼした影響に
ついては，例えば，東が，同書中で勘定科目の分類を論じている箇所において，
「・・・この類別は簿記科の大法則たる彼の借貸の理を解説するの方便として最
初に商人の各取引を債格の交換［傍点は筆者追加：なお,Folsomの用語に従
えば，注１３）でも言及したように,"value"が用いられているので，「債格の交換」
というよりは「価値の交換」（theexchangeofvalues）と訳す方が適当であろ
う］なりと説く或る一派の簿記著者の主唱に基きたるにして・・・」と記して
いることからも明らかであろう（東［19031242頁)。
また，東に先行して簿記史の単行本である「簿記學起原考」を刊行した海野
は，三菱商業学校の卒業生であり，上述の森島の門下であったが，同書の中で
唯一複式簿記の原理的説明を教示している箇所において，自著の「引用書目」
に「－ホルソム氏ロジカル、ブックキーピング」として掲げていたFolsom
の簿記書に見出されるものと同様な資本主（主体）理論的な二勘定系統説一
資本主理論的勘定学説（proprietorshiptheoryofaccounts）（＝物的二勘定系
統説（materialistischeZweikontenreichentheorie)）－に依拠した解説を展
開していることも興味深いところである（海野［18861「引用書目｣，１０頁；ｓｅｅ
黒澤［1982114頁；中野［2017b],38-40頁)。
なお，先の注８）で引用した岡田はまた，同じ論稿の中で，東の「新案詳解複
式簿記ｊについて，「私は此新案詳解商業簿記を以て、佐野善作先生の商業簿記
教科書（明治三十年八月初版）森田熊太郎氏の新簿記法理法の研究（明治
四十五年五kl）と共に明治後期に於ける簿記學の最高峰上にあるものと信ずる
ものであるが、其問題の範團の包括的であること、その説明の親切丁寧で一々
その典擦を示した周到振り、説明順序の心理的なる鮎など當時に於ける代表的
の書として懸念なく推稻し得る所である｡」と記して，これを高く評価する言説
を示している（岡田［19351310頁；see小島［19731193頁)。
黒澤［19901129頁。
東の簿記史研究に関する先行研究として，小島［19731第５章３が挙げられる。
東［190311頁。
簿記についての同様な定義は，「新案詳解商業簿記」の他の箇所においても
見出される。例えば，「簿記科の講説する所は人の財政の境遇を記録するの方法
にあるとは已に述へたる所なり・・・」あるいは，「簿記科にて講説する所の
記録は財政の有様を何時にても一目瞭然たらしむるを以て其目的と爲す・・・」
｢さて簿記の目的とする所は人の財政の情況を何時にても一目瞭然たらしめんと
の記録方法にあＩ）・・・」などと，繰り返して説かれている（東［1903],１０－１１，
15）
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22頁)。
なお，東は「簿記」という用語の由来について，「己に記録と云ふ然らは必す
之か簿冊なかるくからず而して財政を記録すべき簿冊は普通に之を帳簿と穂す、
●
元來簿記とは英語のＢｏｏｋKeepingの課語IこしてＢｏｏｋを簿冊、又Keepingを
● ●●
記録と意課し簿冊記録の四字を短縮して軍に簿記と穂したるに外ならず・・・」
(傍点は筆者追加）と記している（東［1903112頁)。
東は，勘定科目を第一種から第三種に分類しそれぞれの種類の勘定科目につ
いて，次のように解説している。すなわち，「勘定科'1は或る便利上より之を三
種に大別せり、・・・」と述べた後，「・・・さて第一種は現物、又は物品、若
しくは軍に物勘定と總構し、現物の入出を整理する勘定科１１なり・・・現金、
商品、地所、家屋等・・・、特許、家聾、公債、及株券・・・この第一種の勘
定科目は・・・總て現物なるを以てこれ資産の各種類に外ならず・・・」（｢第
一種、現物入出」（＝物財勘定))，次に，「第二種は人名勘定と總稲し、他人と
の借貸を整理する勘定科目なり・・・此第二種の勘定科月は他人の當方に對す
る借貸を記録するもの・・・」（｢第二種、人名借貸」（＝人名勘定))，また，「第
三種は正味高又は資本勘定と總稲し、この總穂は・・・更に之を資本と損益と
の雨勘定に分類することあり前者は商業開始に當りて若くは瞥業の中途に管業
主の直接に元入したる資本高を記録する勘定科l］を云ひ後者は管業中に生ぜし
損失又は利益にして、結局、資本高を減額し又は増額すべきものなれども－時
の方便として暇りに之を整理記録する勘定科目を云ふ・・・」（｢第三種、資本
増減」（＝資本勘定とその増減明細を示す名目勘定（収益勘定と費用勘定)）と
説明する（東［'9031239-241頁)。
その上で，彼は，上記のように三つに分類した第一種から第三種の勘定科目
を大きく二分する。すなわち，「・・・勘定科目は以上三種の大別あれども更に
他の理由に基きて之を二個に分類することあり即ち第一は實際債格にして第二
は假定債格是なり・・・」そして，「・・・而して右第一類は前掲第一及第二
の雨種別を惣穂したるもの・・・」と述べる一方で，「又第二類たる假定債格と
はこれ前掲第三種即ち正味高に属する諸勘定科目に附せられたる他の名稻な
り・・・」と説いている（東［'9031242-244頁，および，「勘定分類表」（頁の
付番なし，244頁と245頁の間に挿入))。
すなわち，第一種から第三種までの勘定科目について，第一種と第二種の勘
定を「實際債格」（｢資産負債又は淺高勘定と惣穂す」：なお，Folsomの用語に
従えば，注13）で記したように，「商業価値」（CommercialValue))，他方，第
三種の勘定を「假定債格」（｢資本又は損益勘定と惣稲す」：なお，Folsomの用
語に従えば，「観念価値」（IdealValue)）という二つのカテゴリーに分類する，
いわゆる資本等式く資産一負債＝資本＞に基づく，資本主理論的な二勘定系統
説（＝資本主理論的勘定学説）を示しているのである。
19）
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この点についても，岡田は，「所謂資本方程式説がハツトフイルド［HenryR
Hatfield］の書を通じて日本に渡來した事は世間周知の所であるが、明治三十六
年三月発行の東爽五郎氏箸新案詳解商業簿記中にその片影を見出し得ることは
快き追想の一つである。同書第五章財産・借財・正味高は所謂財産資本の等式
関系を朧氣ながら書き出して居る。尚同書二四二頁と二四三頁と間に挿入せら
れて居る勘定科目分類表の第三種假定科目は資本増減を示すものとして居る黙
など考へ合はせて、その背後思想の窺い知るべきものがある。尚又東先生の商
業簿記が開算貸借對照表の構造から出發して説明して居る鮎など、遙かにシ
ユーヤ［JohannFSchiir］と相通ずるもの、あるに於てをや゜」と記して，簿
記の理論的研究の先駆者としての東の地位の輝かしさを指摘している（岡田
['9351309-310頁;see小島［19731193頁)。
なお，HenryRHatfieldのjV0deγ〃Acco""ﾉﾉ"ｇ…・は，1909年に出版され
るが，その翌年の1910年にはわが国でもこれを祖述した吉田良三の『會計學」
また’912年には海老原竹之助による抄訳的邦訳書がそれぞれ刊行されるなど
会計に関して，当時のわが国でもっとも読まれた外国文献であったと言われる。
そして，この吉田の「會計學」の刊行をもって，わが国でも簿記の時代から会
計学の時代への史的転回が実現されたと言われるのである（吉田［19101自序
３頁；海老原（訳）［1912]，凡例１頁；ｓｅｅ木村［19561266頁；黒澤［19821
33-34頁)。
なお，HatfieldのＺＶＭｅ”Acco"""'ｚｇ…．，特に英米における資本主理論の
展開過程におけるその意義については，中野［19921第９章を参照されたい。
東［190312-3頁。
東［1903128頁。
東［1903128頁。
東［1903129-30頁。
東［1903130頁。
ただし，東は，単式簿記についても，これをまったく否定するわけでなく，場
合により看過できない簿記法として認識している。このことは，彼が，次のよ
うに記していることからも示される。すなわち，「・・・我國薑来の帳合法若〈
は特に學習したる簿記の智識なきもの、必すや自然に案出し得べき財政記録の
方法は概ね軍記式に髻髭たるものと云ふことを得べ〈而して此方式は稲、複雑
したる財政の整理記録に當りて屡々誤記脱漏等を生し易きの不利益あることを
免れきるなり然れともその或る部分は複記式の記録方法と併せ用ひて大に便利
なるのみならす若し財政の種類にして簡軍なる場合にありては軍記式又決して
捨つくからざるなり蓋し複記式の現時の意匠は全く軍記式より進化し來りたる
ものなれは今日財政を記録するに最も進歩したる唯一の方式として一般の承認
する所たる複記式簿記法を習得せんとするものはこの軍記式をも亦輕々に看過
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せさらんことを要するなり」と述べている（東［1903128-29頁)。
東［190312頁。
東［1903130頁。
複式簿記の起源については，本文中ではヴェネツイア説が示されているが，現
存する史料（会計帳簿など）が乏しく，複式簿記そのものの要件ないし定義が
論者により相違することもあって，古代ローマ起源説，あるいは，古代インド
起源説やイスラム起源説などさまざまな所説が展開され，論者間でその誕生
の時期と地域について厳密な意味での合意が成り立っている訳ではない。ただ
し今日的には，「複式簿記は，おおむね１３世紀初頭から１４世紀末までの間にイ
タリアで商業と銀行業の簿記実務のうちから生成発展し，１５世紀に体系的組織
を確立した｡」とする中世イタリア起源説が支配的である（小島［1987119頁)。
ただし，この中世イタリア起源説自体も，上記のヴェネツイア説，あるいは，
トスカーナ説（フィレンツェ）や，ジェノヴァ説，ロンバルディーア説（ミラノ）
などに分かれる。このような複式簿記の起源をめぐる所説の詳細については，
小島［1987]’第２章；片岡（泰）［19881第１章；同［2007]，第１章などを参照
されたい（Seeａｌｓｏ泉谷［19801第１章第３節；橋本（寿）［20091第２章２)。
PatrickKelly（1755/56～1842）は，簿記ないし会計の専門家ではなく，むしろ
数学や天文学の分野で著名な人物である。彼の略歴については，ＤＮＢ［20041
ｐｌ２７を参照されたい。
なお，複式簿記は，Paciolo以降も数学者など多くの識者の関心を集めたよう
であり，後出の注39）で言及する17世紀のネーデルラントを代表する数学者
SimonStevin，あるいは，１９世紀のイギリスにおいても，「ド・モルガンの法則」
(DeMorgan，ｓＬａｗ）で有名なAugutusdeMorgan（1806～1871）や，Arthur
Cayley（1821～1895）などがそれぞれ簿記の解説文献を著している。このよう
な点を捉えて，Hatfieldは，「簿記の尊厳性」（"RespectabilityofBookkeeping，，）
を強調している（Hatfield［l9241pp248-250;seeLittleton［l9331pp､7-9（片
野（訳）［1978113-17頁）；seealsoMurray［l9301pp269-270;ｃｆＤｅＭｏｒｇａｎ
[1846］；Carley［1894])。
KellyのＴ/ｚｅＥ上加c"だｑ/BooA-hcePﾉﾌﾞＺｇ･…は，それ自体が好評を博したよう
であり，1801年に初版が刊行されて以降，1802年に第二版，1805年に第三版と
いうように版を重ね，1847年には第十二版が出版され，また’803年にはフィ
ラデルフィアでアメリカ版が刊行されている（BywaterandYamey［l9821
p208;seelCAEW［1975],pp86-91,93)。
Kellyの簿記書のわが国への伝来については，「・・・明治の始め，わが国に
入ってきたのは，この書の第12版で，・・・」とされる（小島［19731210頁)。
残念ながら，筆者は第１２版（1847）を入手できていないが，簿記の歴史を取
り上げた"AShortHistoryofBook-keeping"の稿については，別途入手した第
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１０版（1833）と初版（1801）とを比較する限りは，一部の字句の修正や，注記
から本文への変更を除いて，差異は見出されない（Kelly［l8011ppjv-ix；同
[1833],ppvi-x.)。
なお，Kellyの簿記書の詳細については，渡邊［19931第６章第４節，第９
章を参照されたい（Seeａｌｓｏ久野（秀）［19791237-244頁；Bywaterand
Yamey［l9821pp､208-211)。
Kelly［l8011ppjv-ix;同［1833],ｐｐ・vi-x・
東は，「簿記の起源及沿革」の末尾近くにおいて，「以上は千八百一年・・・
の出版に係る英人「ピー、ケリー」氏著簿記原論（P・Kelly，ｓ"TheElementsof
BookKeeping,，）中より引用したるものにして・・・」と記すのみであり，な
ぜKellyの簿記書中の"AShortHistoryofBook-keeping"を自らの論稿の底本
として用いたのか，その経緯や理由について明らかにしていない。ただし，彼
に先行する海野も，「簿記學起原老」（1886）ではKellyの論稿に触れていない
ものの，注３）で論及した『實用簿記法』（1899）中の「簿記法の起源」では，
簿記の歴史を簡潔に論じる際に，Kellyの論稿について言及しているので，簿
記の歴史に関心を抱いた明治期の論者にとっては，Kellyの論稿の存在はそれ
なりに周知されたものであったと考えられる。もっとも，海野は，例えば，「簿
記法の起源」の冒頭近くで，「・・・今ま學士ケーリーの説に擦るに・・・」と
特に記している割には，上掲の「簿記法の起源」は，Kellyの論稿を単純に祖
述したものとは言えない叙述内容になっている（東［19031595頁；海野［1899]’
１頁；see中野［2017a155頁注28))。
イギリスの会計史家であるArthurHWoolfは，その著書ＡＳﾉ２０γｊＨＪｓｔ０ひｑ／
Acco""/Zz"なａＭＡｃｃｏ""mlzcIy（1912）において，KellyのＴﾉｶｅＥ/c"e"たｑ／
Boルノbeepj"9,….について，次のように述べて，高く評価している。すなわち，
｢多分，18世紀における最も有名な簿記文献の著者は，パトリック・ケリー博士
であろう。彼は1801年に，『簿記原理」［Ｔ"Ｅ/e〃c"なｑ/DooA-he"/"9,.…］
を出版した。本書は当時標準的なもの（thestandardworkoftheday）であっ
て，相当の好評を博し版を重ねた。ケリー博士は著名な数学者，天文学者であ
り，かつ水先案内協会（TrinityHouse）の試験委員をも兼ねていたが,彼の「簿
記原理」における簿記上の取扱い方は優れていた｡」と（Woolf[l9121pl42(片
岡（義）・片岡（泰）（訳）［19771146頁）；see小島［19731209-210頁)。
Kelly［l801lpjv;同［l8331p.v;see小島［1973],210-211頁。
Kellyの"AShortHistoryofBook-keeping"は，本文でも述べたように，〃ｅ
Ｅ/e籾c"ねｑ/BooMc⑭/"9,.…において，本来の簿記の解説に入る前に，「序文」
(Preface）の一部に収載されている。このように，簿記の歴史に関する簡潔な
叙述をKellyと同様な形で簿記書に収載した例は，同じ19世紀初頭のイギリス
で刊行されたFrederickW・CronhelmのDoz/b〃Ｅ"岬ムｙＳﾉﾉzg〃,．…（1818）
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にも見出すことができる。すなわち，上記の簿記書において，Cronhelmは，
簿記の本来の解説の前に置かれた「序文」（Preface）の後にわずか５頁では
あるが，簿記の歴史を取り上げた小稿"SketchoftheProgressofBook‐
keeping，,を収載している。おそらく,19世紀初頭のイギリスでは，会計の歴史，
特に簿記書で解説されている複式簿記の起源やその後の展開に対する関心が，
徐々にではあるにせよ，高まってきており，KellyやCronhelmの簿記書も，
かかる動向を反映したものと考えられる（Cronhem［l8181ppx-viv)。
なお，上掲のCronhelmの簿記書は，東や海野などに限らず．明治期のわが
国の簿記書に大きな影響を及ぼした，FolsomのＴｈｃＬＱｇｉｃｑ/Acco""/s,.…を
代表例とする多くの簿記書に見出される－つの会計思考。つまり，資本主理論
的勘定学説について，英米の簿記書の中で最初に資本等式く資産一負債＝資本＞
に基づき理論的かつ体系的に教示した著作でもある。その詳細については，中
野［1992],第５章Ⅱを参照されたい（SeealsoLittleton［l9331pp・'67-170（片
野（訳）［19781258-262頁）；中野［19921第６章・第７章；同［20121第７章；
ChatfieldandVangermeersch（eds.）［l9961pp,185-186)。
東［1903],583頁;ｃｆＫｅｌｌｙ［l8011pjv;同［1833],ｐ,vi，
東［1903],583頁;ｃｆＫｅｌｌｙ［l8011pjv;同［1833],ｐ､vi．
既に注28）でも言及したように，複式簿記の起源についてはさまざまな所説が
展開されている。その中で，中世イタリア起源説が，今日ではもっとも支配的
な起源説として受け入れられているが，この説もまた，先に述べたように，ト
スカーナ説（フィレンツェ)，ジェノヴァ説，ロンバルディーア説（ミラノ)，
そして，ヴェネツイア説などに分かれる。このうち，東が説くヴェネツイア説
は，過去において，後述するLucaPacioliの「簿記論」（1494）との関係などか
ら主張されている（SeeAnderson［l764alpp､404-409；Beckmann［l7831
S2-3;同［l846a],ｐ・’（特許庁内技術史研究会（訳）［l999a],４１頁))。
ただしこのヴェネツィア説は，複式簿記の実際的利用を裏付けるための一
次史料（会計帳簿など）が，同じく中世イタリア起源説に包摂される他のトス
カーナ説やジェノヴァ説，ロンバルディーア説のものと比べて相対的に後の時
期のものしか現存しない（ないし発見されていない）という欠点が存在する。
すなわち，それぞれの所説で複式簿記の成立要件を異にするとしても，それら
を根拠づける一次史料として，トスカーナ説では13世紀末のフィニー兄弟商会
(RinieriFiniefratelli）の元帳（1296～1305）や，ファロルフイ商会（Giovannni
FarolfieComp）の元帳（1299～1300)，ジエノヴア説ではジエノヴア市政庁財
務官（massariacommunis）の元帳（1340)，ロンバルディーア説ではカタロニ
ア商会（SocietadiCatalogna）の元帳（1394～1400）など，１３～14世紀の会計
帳簿が提示されるのに対しヴェネツイア説ではソランツォ兄弟商会（Soranzo
efratelli）の旧元帳（1410～1417）と新元帳（1406～1434）や，Andreａ
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Barbarigoの仕訳帳Ａと元帳Ａ（1430～1440）など，１５世紀に入ってからの会
計帳簿が提示されるのみである（片岡（泰）［1988]，第２節；同［20071第１章
第３節ＩＤ･
東［1903],583-584頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［l8011pjv;同［1833],pvi・
東は，本文に掲げた引用文中で，底本としたKellyの論稿の影響を受けて，
古代ローマ起源説の提唱者として，「・・・或る著者（StevinBeckmann）の
如きは・・・」と述べて，SimonStevinとJohannBeckmannの両名を挙げて
いる（東［19031583頁；cfKelly［1801],ｐｊｖ（注＊）；同［1833],ｐ・vｉ（注＊))。
このうち，前者のStevin（1548～1620）は」7世紀のネーデルラント（オラ
ンダ）を代表する数学者かつ物理学者・技術者であるが，彼は分冊形式で刊行
した数学書WiSco"s沌舵Ｃ"dtzc肱"ｊＷ〃（1605～1608）の第五部に「簿記論」
(ＶＤ病ＭｃＡｃＢｏ"cﾙﾉ２０"d/'ｚｇ”‘ｅ肋ﾉﾉαc"sch2W1yse（1607）を収載している。
その中で，Stevinは．複式簿記の古代ローマ（さらに，古代ギリシャ）の起源
説を提示しており，かかる彼の考え方は，日らの簿記書においてStevinのこと
を「私の良い友人」（aGoodFriendofmine）と記していたイギリスのRichard
Dafforneに受け継がれている。すなわち，DaffOrneは，イギリスで刊行された
簿記書の中で会計（簿記）の歴史を取り上げた最初期の例にあたるＴ彫
肌γｃｈα"たＭγγo"た…．（1635）において，わずか1頁ではあるが，Stevinの
所説に依拠（翻訳）する形で，“OpinionofBook-keepingsAntiquity”という項
を設け，彼と同様の見解を提示している（Stevin［l607lpp､105-106；DaffOrne
[16351“OpinionofBook-keepingsAntiquity";ｓｅｅＴｅｎＨａｖｅ［1956]，ｐ242；
Yamey［l9801p､84;片岡（泰）［1988]’３頁；同［2007135頁)。
他方，後者のBeckmann（1739～1811）は，ゲッテインゲン大学で経済学の
教授を務めた官房学者である。注２）でも記したように彼が，長期にわたり
分冊形式で刊行したBayt7Y2gFzzUγＣｃｓｃｈｊｃｈｔｅｄｅγＥ板"｡"'zgU〃（1780～1805）
は，ヨーロッパにおける科学史・技術史の草分け的労作である。この著作には，
既に別稿で検討したように，曾田の「記簿法Book-keeping」（｢学課起源署説」
収載）と海野の『簿記學起原考」の底本となった簿記の歴史に関する論稿Wom
ltaliaenischenBuchhalten,，（英語版では``ItalianBook-keeping，，)）が収載され
ており，Beckmannは，その中で，複式簿記の起源について，古代ローマ起源
説ではなく，論稿の標題からも推測されるように，中世イタリア起源説を提示
している。すなわち，「イタリア式簿記のDoppiascrittura（複式簿記）という
名称、それと、この分野で用いられる、あらゆる言語に残っているいくつかの
単語からみると、つぎのことが言えるように思える。すなわち、複式簿記はイ
タリア人の発明であり（itwasinventedbyItalians)、東インド貿易のすべて
がイタリアを通じて行われていた時に、他国民がこれをイタリアの商社から、
さまざまな簡易計算法（variousshortmethodsofreckoning）といっしょに借
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用したということである｡」と述べている（Beckmann［l846lpl（特許庁内技
術史研究会（訳）［l999al41頁);seeBeckmann［l7861S､2)。
さらに，Beckmannは，Stevinの古代ローマ起源説に対して，「・・・しか
しそれはまだ立証不十分であり、ましてやローマ人が私たちの簿記の科学的方
法（ourscientificmetohdofbook-keeping）や、種々の収支計算書（aacounts）
を採用したり、それらの収支計算書を比較して最終的差引残高を提示するよう
なやり方に精通していたなどということは，あるはずがない・・・。」と記して，
否定的見解を重ねて提示している（Beckmann［1846]，ｐ４（特許庁内技術史研
究会（訳）［l999al46頁)；seeBeckmann[1786],Ｓ,13-14;seealsoKats[l930d]；
Murray［1930],ｐｐ,125-138;Ｙａｍｅｙ［l9801pp､85-87)。
東［1903],584頁；cfKelly［l8011ppjv-v;同［l8331pvi、
東［1903],584585頁;cfKelly［1801],ｐｖ;同［l8331p.vi・
さらに，東は，本文に掲げた引用文に続けて，「・・・且又複記式簿記法に使
用されたる數多の熟語中其一ツだも往古にありては未た嘗て用ひられたる例な
きと更に軍記式、複記式てふ雨語は勿論、其他數多の簿記法上の熟語にして現
今欧洲各國に用ひらる、所のものは殆と惣て其國語の起源を伊太利語に發した
るものなることは此立言の決して不當ならざる所以を確證して尚ほ大に余りあ
るなり」と述べて，先の注39）で若干引用したのと同様に，簿記の用語面から
見てのヴェネツィア説を含む中世イタリア起源説を支持する所論を展開してい
る（東［1903],585頁;cfKelly［18011ｐｖ;同［1833],ｐ・vi)。
複式簿記の起源を考察するにあたり，東が説くヴェネツイア説も含めた中世イ
タリア起源説を採るとしても，特定の時期にフィレンツェや，ジェノヴァ，ミ
ラノ，ヴェネツィアなどの特定の商業都市で誕生したということを論証するた
めには，これを裏付けるための現存一次史料が乏しく，また，史料相互の関連
性を欠いているので，複式簿記の起源を特定の時期と場所に求めるのではなく，
むしろ13～14世紀イタリアの商業都市でほぼ同時期に誕生したと考える同時期
説（同時説）も提示されている（片岡（泰）［1988132-33頁；同［2007148-52頁；
橋本（寿）［2009],30-31頁；ｓｅｅ小島［1987117頁)。
東［1903],585頁;cfKelly［1801],ｐ､v;同［18331ｐ・viL
東［1903],585頁；cfKelly［1801],ｐｖ;同［18331ｐ・viL
東［19031585頁;cfKelly［l8011pp・v-vi;同［1833],ｐ・vii、
イギリスの簿記書において，本文でも引用した「部分ノポロハ全部二等シ」と
いう数学的公理に従って複式簿記の基本原理を最初に解説したのは，注34）で
言及したCronhelmである。すなわち，彼は，ＤＣ"b/ｅＥ"/ｒｙ６ｙＳﾉﾌﾞzg/c,…・の
中で，「全体は部分の総和に等しい」という数学的公理を簿記の分野に敷桁して
適用した，「財産の全体はその構成部分の和に等しい」という，彼の用語に従え
ば，「均衡の原理」（PrincipleofEquilibrium）と呼ばれる原理に依拠しこれ
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を等式関係に置き換えた，左辺が積極部分（＝資産）と消極部分（＝負債）か
らなる財産の構成要素，右辺が財産全体（＝資本または純財産）を表すく資本
等式（資産一負債＝資本)＞に基づいて，複式簿記の理論的かつ体系的な解説を
試みている（Cronhelm［l8181Chap・'11;see中野［1992],第５章11)。
東［1903],585-586頁。
東［19031586頁。
東［19031586頁。
LucaPacioli(Paciolo）（cl445～c､1517）の名前の表記について，かつては“Luca
Pacciolo，，，“LucasPaccioli"，“LucaPaciolo"，“LucasPacioli”など，さまざまな
綴りのものが見られた。しかし今日の通説によれば，彼の名前を姓だけで表
記する場合には単数形の"Paciolo"を用い，他方，姓と名を併記する場合には
｢パチョーリ家のルカ」つまり，家族を表すという意味で複数形の“Pacioli"を
用いて"LucaPacioli”と表記するのが正しいとされる（小島［19731序３頁；泉
谷［198011頁注(1);岸［1983],(序)ii-iii頁；片岡（泰）［19881101頁；同［20071
85頁;seeTaylar［1944］；ChatfieldandVangermeersch（eds）［l9961p､448)。
Pacioloの「簿記論」を収載した彼の数学書Ｓ"加沈α‘ｅＡγｉｔ伽e"caCeo机ejγza
PγＯＰＯγ"0"/αＰγ”oγｔｉｏ"α/伽がヴェネツイアで刊行されたのは，「1495年」で
はなく，「1494年」である。東が誤って「1495年」と記したのは，彼が底本とし
て用いたKellyの論稿に見られる誤りをそのまま継承したためであり，さらに，
Kellyの誤りを遡れば，Kellyの論稿の該当箇所で引用されているフランスの
MatthieudelaPorteの簿記書Ｌａｓｃ/c"cMes〃電Ｏｃｚａブハ…・(ただし,1753年版）
に由来するものと考えられる（Kelly［1801],ｐｖｉ（注＊）；ｓｅｅ岸［1975],319‐
320頁;Ｙａｍｅｙ［l9801p86（note4))。
東［1903],586-587頁；cfKelly［1801],pvi;同［l8331p・vii・
Pacioloの「簿記論」における複式簿記の解説内容については，わが国でも既
に大正期からこれを邦訳する試みが行われているので，それぞれの邦訳書を参
照されたい（平井［1920］；片岡（義）［19671第２部；岸［19901第４章；片
岡（泰）［19881第７章;seealsoGeijsbeek［1914］；Crivelli［1924］；Penndorf
[1933］；HaulotteetStevelinck［1962］；BrownandJohnston［1963］；Cripps
[1994])。
なお，Pacioloの主著としては，「簿記論」を収載したＳ"加加α‘c〃"ﾉb机etjca
Ceo"２tγ、〃OPOγｔｊｏ"ＭＰ伽oγtjo"α/伽の他に,αＤ伽"α〃OPOγt/o"２（1509）
を挙げることができる。
なお，Pacioloに関する伝記的叙述については，片岡（泰）［19881第５章；同
[20071第３章を参照されたい（SeealsoTaylar［1942］；同［1956])。
東［1903],587頁；cfKelly[l8011p・vi;同［1833],ｐ・vii;ｓｅｅＡｍｅｓ[l785alp､499．
なお，Oldcastleの職について，東は，「・・・同市［ロンドン］の或る學校
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長の職にあり・・・」と述べているが，後述するように，Oldcastleの簿記書を
改訂・増補する形でJohnMellisが刊行した簿記書ＡＢγl【んＤｚｓｔ７"ctio"･…に
掲げられた「読者へ」（TotheReader.）と題された序文の末尾近くにおいて，
…・oneHughOldcastleScholemaster,whoasappearethbyhistreatisethe、6０
９，taughtArithlnetike,andthisbookeinSaintOllauesparishinMarkelane.…・
[原文の綴りのままで表記］と記されているように，今日的な意味における「学
校長」ではなく，ロンドンの聖オレイブス教区マーク・レインにあって算術と
簿記を教授していた私塾の教師という意味であろうと考えられる（Mellis
[1588],"TotheReader.";小島［1973178-84頁；ｓｅｅSutherland［l9401pp､334‐
336)。
Oldcastleの簿記書は，本文でも記したように，現存しない（ないし発見されて
いない）「幻の書」であり，OldcastleとＡＰγqﾉｧ伽/ｅt”αbﾉcc･…との関係は，
1543年に出版された簿記書がＡｐ７ｑ/f肋/ｅ/γcajIycc…・のみであることから推
断されているにすぎない（Ｙａｍｅｙ［l9631ppl55-l56;小島［1973173-78頁；同
['9871211-213頁;seeAmes[1749],ｐｐ､410-411;同［1785],ｐ499;Foster[1852]，
p・iii;seealsoKats［l926a/l926b］；Sutherland［1940］；Gordon［1954])。
東［19031587頁;ＣｆKelly［1801],ｐ､vi;同［1833],ｐ・vii、
Mellisは，先の注53）で示した「読者へ」の中で，先に引用した文言の前に，
"・…Ｉａｍｂｕｔｔｈｅｒｅｎｕｅｒａｎｄｒｅｕｉｕｅｒｏｆａｎａucientoldcopieprintedherein
Lonｄｏｎｔｈｅｌ４ｏｆＡｕｇｕｓｔ,1543.Thencollected,published,madeandsetforth
byoneOldcastle･…”［原文の綴りのままで表記］と記している（Mellis[l5881
TotheReader厨)。
ただし，東は，本文で言及したように，「・・・是等の古書は今は全く絶版に
帰して－も其遺稿を留めざるなり・・・」と記しているが幸いにもMellisの
簿記書は現存しており，リプリント版やマイクロフィルム版などを通じてその
解説内容を把握することができる。
なお，Oldcastleの簿記書，および，これとMellisの簿記書との関係等につ
いては，小島［19711第３章・第８章を参照されたい（SeealsoKats
[l926a/1926b］；Coomber［1956］；Ｙａｍｅｙ［l9631pp､155-159；同［l979a］；
久野(秀）［'9791121-138頁;BywaterandYamey[1982],pp66-71;小島［1987]’
第12章第１節・第３節)。
東［19031586頁;cfKelly［1801],ｐ,vi;同［1833],ｐ､viiL
東［1903],586頁；cfKelly［1801],ｐ・vii;同［l833lp､viiL
Collinsの簿記書の詳細については，小島［19871第14章第３節を参照された
い（Seeａｌｓｏ久野（秀）［19791174-177頁；ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821
pplO5-lO7)。
Oldcastleの簿記書は「幻の書」であるが，その解説内容は，既述のように，
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後年これを改訂・増補して出版されたMellisの簿記書の分析を通じて検討され
ている。そして，その原典について，Pacioloの「簿記論」の翻訳であるとか，
Pacioloが依拠したものと共通のマニュスクリプトに拠ったものであるとか，そ
の他の推測が行われている。他方，ＹｍｐｙｎのＡ〃om6/ｅα"ｄｚﾉeぴcjrcc化"泥
zuoMbc,…・は，本文で言及したように，1543年にネーデルラントのアントウ
ェルペン（アントーワープ）で出版された彼のオランダ語（正確にはフランド
ル語）の簿記書Ｍと"ｅｚｕｊ"ｓｔγ"c"e…・の英語版である（ちなみに，原書のオラ
ンダ語版の刊行と同じ1543年には，同書のフランス語版であるＭ"〃c此
z"ｓｔγ"c"o"･…が刊行されている)。そして，このＹｍｐｙｎの簿記書についても，
その原典はPacioloの「簿記論」に改訂を加えたマニュスクリプトをイタリア
人から入手したものであろうとの推測が行われている（小島［'971185,99,
233-234,279頁；Ｙａｍｅｙ［l975blp68)。
小島［1971133,133頁;ｓｅｅＹａｍｅｙ［1963],ｐ・'62;BywaterandYamey［l9821
p51;小島［19871213頁。
Peeleの簿記書，特にその最初のものにあたるＴ舵加α"cγα"ｄ/b”〃c･…
の特徴として，簿記教育上の工夫を挙げることができる。すなわち，例えば，
Pacioloの「簿記論」では，１５世紀当時のヴェネツイアの商人の間で利用されて
いた記録計算法（＝ヴェネツイア式簿記）を紹介・解説することにとどまり，
教示の理論化に意を用いられることがなかった。他方，Peeleの簿記書にあっ
ては，複式簿記を習得する際にしばしばその「蹟き石」となる取引の貸借仕訳
について，これをより良く理解させるための方策として「仕訳規則」が提示さ
れている。具体的には，「受け取った物ないし受け取った人は，引き渡した物な
いし人に対して借方である」（…･ｔｏmakethethingeorthingesreceiued，
debitourtothethyngeorthyngesdeliueredortherecyuerdebitourtothe
deliuerer,…･）［原文の綴りのままで表記］という，物の受渡しと人的関係と
を絡めた擬人的受渡説に基づく規則が，単一の包括的指針として提示されてい
る。そして，このようなＴ舵加α"cγα"ｄ/b”机２．…に見出される簿記教育上
のアプローチ，つまり，仕訳帳における取引の貸借分析に教示の重点を置き，
これを援助するための規則を取引例や記帳例示とともに提示することにより，
各種取引の仕訳パターンを経験的に学習されるという仕訳帳アプローチ
(journalapproach）が，提示される規則の数は別にして，以後のイギリスの簿
記書において伝統的な教育手法として継承されていくと言われる（Peele[l5531
Thelnstrucction,TheiiiChapitre;Rulestobeobserued;seeLittleton［l9311
pp､33-34;seealsoJackson［l9561pp303-306;中野［19921第３章11:同［2014]，
第２節２)。
なお，Peeleの二つの簿記書，つまり，Ｔ"ｃｗα"cγα"d/b"γ机e…・と，Ｔｈｅ
Ｐｍﾉzczu(ＺｙｃｔｏＰｃ沈α"CSS…・の詳細については，小島［19711第５章・第７
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章を参照されたい（SeealsoKats［l930a/l930b/1930c］；Ｙａｍｅｙ［l9631
ppl62-l63；同［1979b］；久野（秀）［19791150-155頁；ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ
[l9821pp51-53；小島［19871第12章第２節：ChatfieldandVangermeersh
(eds.）［l996lpp､455456)。
DaffOrneのＴｈｅＡ化γc力α"応Ｍγγ02(〆…・は．１７世紀前半に黄金時代を迎えた
北ネーデルランド（ネーデルラント連邦共和国（＝オランダ共和国)）の簿記実
務を紹介した簿記解説書であるが，イギリスの簿記書としてはじめて版を重ね
た簿記書（少なくとも第四版）である。同時に，DaffOrneの簿記書とその直接
的な後継簿記書以後にイギリスで出版された簿記解説書には，以前のように外
国簿記書の影響を跡づけることは困難になる．つまり，「国産」（"home-grown"）
になると言われる（Ｙａｍｅｙ［l9631pl70)。
なお，DaffOrneの簿記書の詳細については，小島［19711第１０章を参照され
たい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［l9631pp､169-170；久野（秀）［'9791165-174頁；
BywaterandYamey［l9821pp96-98;小島［19871第14章第２節；Chatfield
andVangermeersh（eds.）［l9961pl87)。
東［19031588-589頁;cfKelly［1801],ｐ・vii;同［1833],ｐ,viiL
Mair（1702/1703～1769）は，スコットランドのセント・アンドリユーズ大
学を卒業後，エア・グラマー・スクール（ＡｙｒＧｒａｍｍａｒＳｃｈｏｏＤに勤務し，
数学や簿記その他の教科を担当しながら，1746年に校長に任命されている。そ
の後，1761年に，本文でも述べたように，新設のパース・アカデミーの校長に
招聰され，1769年に在職のまま死去している。彼の簿記書BooMcePi）Zg
A化伽djz，d:.…は，1736年に初版が出版されて以降，好評を持って受け入れら
れて改訂を重ね，1765年には第八版が刊行されている。そして，Ｍairはこれに
徹底した改訂・増補を加え，標題もＢＯＯ/Ｍ２幼ﾉﾉZglVMemjz'd:…・と改めたも
のを1768年に完成させていたが，それが実際に刊行されたのは彼の死後の１７７３
年のことである。この後者の簿記書も好評を博したようであり，イギリス本国
だけでなく，北アメリカでも18世紀後半に同地で入手できたもっとも広く読ま
れた簿記解説書であったとされ，奴隷主的大農場所有者であったGeorge
Washingtonが蔵書の中でもっとも熟読した書物の一つであったと言われる
(MephamandStone［1977]，ppl28-l34;ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821p・'64；
Mepham[1988],ｐｐ､68-75,78-79,129;Yamey[l990a],ｐｐ､12-13(片岡（訳）［19901
581頁）；同［l990blpp25-26;PrevitsandMerino［1998]，ｐp27,45-46;ｓｅｅ
ＩＣＥＡＷ［l9751pp､138141,144-145,316;Mepham［l9881Chap4;Chatfield
andVangermeersch（eds.）［l9961p・'34)。
東［1903],589-590頁;cfKelly［18011ｐ・vii;同［l8331p.viii、
Murray［l9301pp､341-342;see中野［19921第４章１．
東［19031589頁；ｃｆＭａｉｒ［l7731p.v、
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65） 東［1903],590頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［1801],ｐ・vii;同［1833],ｐ・viii．
Ｍairの簿記書は，彼自身が後の簿記書の著者から“TheElaborateMair”と
称されるように，きわめて詳細かつ完全な解説を特徴としており，ＢＯＯﾙｰ
ﾙcc，ﾉﾌﾞzgAfbt"o此'd:．…は改訂・増補を重ねて，初版（1736）では計268頁であっ
たものが，第八版（1765）では計430頁，さらに，標題を改めたＢＣＣＡ-んeePilzg
ZVb`cγ"i２，`:．…（1773）では計630頁と，きわめて大部な簿記解説書になって
いる。この点について，Kellyは，端的に，“…･thesystemistooelaborate
fOrschoolpractice･…”と評している（Morrisｏｎ［l8131pji;Kelly[1801],ｐ・vii；
同［1833],ｐ､vii;seeMepham［l988lpp､68,454（note(1)）；ｃｆＭａｉｒ［1736］；
同［1765］；同［1773])。
なお，Ｍairの簿記書の詳細については，渡邊［1983]’第II部第２章・第４章；
中野［19921第４章Ⅱを参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［1963]，ｐｐ・'72-173；
BywaterandYamey［1982]，ppl57-160,164-167;久野（秀）［1979]，’90-194,
197-202頁；小島［19871第15章第３節)。
ICＡＥＷ［1975］；see中野［20071180頁（図表５－１‐１）；同［2014194頁（図
表４－１）。
東［1903],590頁；Ｃｆ､Kelly［l8011p､vii;同［1833],ｐ,viii;seeThomson（comp）
[1963］；ICＡＥＷ［1975］；ＩＣＡＳ［1976a］；同［l976bl
東［1903],590頁；cfKelly［l8011p・vii（注＊）；同［1833],ｐ・viii;seeThomson
(comp）［1963］；ICＡＥＷ［1975］；ＩＣＡＳ［1976a］；同［l976bl
東［19031590頁；cfKelly［1801],ｐ・vii（注＊）；同［1833],ｐ・viii;ｓｅｅThomson
(comp.）［1963］；ICＡＥＷ［1975］；ＩＣＡＳ［l976a］；同［l976bl
東［1903],591頁；Ｃｆ,Kelly［l8011p.viii;同［1833],ppviii-ix・
東［19031591頁;cfKelly［1801],ｐ・viii;|可［1833],ｐ､ix・
東は，本文で引用した文言に続けて，さらに，「・・・現に各著書中諸虚に散
見する諸商業書式の雛形の如きは之を新に實際の商家中に求めたるものにはあ
らず蓋<之を他の出版害中より直に蒐集し來りたるの形跡あり」とも記してい
る（東［1903],591頁;cfKelly［1801],ｐ・viii;同［18331ｐ・ix)。
もっとも第８節において名前を列挙された著者たち，特に学校教師が出版した
簿記解説書のすべてが他の簿記書の焼き直しであって何の特色ももたないとい
う訳ではない。例えば，AlexanderMalcolmが著したＡＭｚｕＴγeatおｅｑ／
Ａｱﾉﾉﾙ籾e/ｉｃﾉＭ"ｄＢｏｏＭ２⑳ﾉﾉzg,…（1718）やＡＴ"αｔｊｓｃｃｌ/DooA-Aeゆﾉﾘz9,．…
(1731）には，日記帳と元帳からなる二帳簿制への移行や，主要取扱商品につい
ての総括的勘定処理，さらに，商品や家屋・船舶といった資産に対する，今日
的には取得原価一収益実現アプローチ（historicalcost-revenuerealization
approach）とも言える原価評価の教示など，あるいは，RobertHamiltonの
Ａ〃I>ztor0dzmo〃ｔｏ肌γｃｈα"dC/Sa･…（2ｎｄｅｄ,1788）には，商品や製品の時
66）
67）
68）
69）
70）
71）
72）
－１４６－
経営論叢第７巻第２号（2018年３月）
価評価や，損益表（ProfitandLossSheet）と残高表（BalanceSheet）と呼ば
れる勘定記録から誘導される財務表の作成とその具体的雛型の提示などそれ
ぞれに特徴的な教示内容を含む簿記書も存在した。上述のMalcolmの簿記書と
Hamiltonの簿記書の詳細については，渡邊［19831第II部第１章・第５章を
参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［l9631pp､170-173;久野（秀）［'9791190-194,
213-222頁；ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821pp､157-160,185-188;小島［19871第１５
章第３節；Mepham［l9881Chaps､３＆６;中野［1992],第４章Ⅱ)。
東［1903],591頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［1801],ｐ・viii;同［1833],pjx・
Boothは，もっぱらアメリカで活動したイギリス商人であり，合衆国独立前
の1770年にはニューヨーク商業会議所（NewYorkChamberofCommerce）の
一員に選出されたりしている。ただし，彼は，独立戦争に際してイギリス支持
派（Loyalists）に与したため，結果として財産を没収されて1779年にイギリス
への帰国を余儀なくされている。ＡＣＯ”/e"Sys陀加ｑ/ＢＯＯﾉMcCPj'z9,…・は，
彼が事業から引退した後の晩年の著作であり，大規模商業に携わった商人とし
ての「30年の経験」（thirtyyearsofexperience）をふまえて著述された簿記書
であると言われる（BywaterandYamey［l9821pp､189-191;ｃｆＢｏｏｔｈ［l7891
p24)。
東［1903],591-592頁;cfKelly［l8011p.viii;同［1833],ｐ､ix;seeBooth［l7891
p5・
Boothの簿記書の「序文」の中に記された“･…ｗｈｅｎappliedtoalarge
scaleofbusiness…･”という文言について，東は，本文で示したように，「・・・
各種ノ商業ノ實地二應用シテ・・・」と訳している。海野もまた「簿記學起原
考」において，Booth簿記書の同一箇所を，「・・・夫ノ商實ノ大分部二應用シ
テ・・・」と，大規模商業に応用する云々と訳すべきところを，東とニュアン
スは異にするが，誤訳している。この点について，このような両者の訳では，
従来の複式簿記（＝イタリア式簿記）を大規模商業経営に適した近代的形態に
革新することを意図したBoothの教示内容の真意を正しく理解できていないと
する批判が示されている（小島［19651259-260頁；同［'9731205-206頁；ｓｅｅ
海野［1886121-22頁；seeａｌｓｏ中野［2017b175頁注67))。
東［19031592頁。
東［1903],592頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［l8011p.viii;同［l8331pjx，
東［19031592頁;cfKelly［1801],ｐ・viii;同［1833],pix・
Boothの簿記書の詳細については，中野［19921第５章Ｉ；渡邊［19931第６
章・第７章を参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［l9631ppl73-l75；久野（秀）
[1979],222-226頁；ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821pp､1879-195;小島［19871第
16章第１節)。
東［1903],592頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［l8011p.viii;同［1833],pjx．
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海野もまた，この箇所については，Kellyの論稿に拠ったのであろうか，
Boothに続く簿記書の著者として，東と同様に，WicksとShiresの名前を挙げ
ている（海野［1886122頁；see中野［2017b175頁注69))。
東［19031593頁；cfKelly［18011ppviii-ix;同［1833],ｐ・ix・
東［1903],593-594頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［l8011p､ix;同［1833],ｐ・ix・
Jonesは，彼の簿記書を出版する1796年の前年にあたる1795年に予約申込の
募集を行っており，その申込数は4,000部を超え当時の大規模会社であったイ
ングランド銀行と東インド会社も各々５部を申し込んでいたと言われる。また，
この簿記書は，イギリスだけでなくアメリカでも出版され，さらに，ドイツ語，
オランダ語，デンマーク語，フランス語，イタリア語，ロシア語に翻訳され，
英語で著述された簿記書として国際的に有名になった最初のものであるとされ
る（小島［1987],377頁（註）；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905],pl59;Ｙａｍｅｙ［l9441
p407;同［1956],ｐ､314)。
東［1903],594頁cfKelly［18011ｐ・xi;同［1833],ｐｐ､ix-x、
ここで言及されている"JamesMill，,とは，イギリス（スコットランド）の哲
学者，経済学者などとして有名な"JamesMill"ではなく，“accountantand
notarypublic"を職業とした同姓同名の別人物であったとされる（Ｙａｍｅｙ
[l9561p､314（note3）；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p,167)。
東［19031594頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［1801],pjx;同［1833],ｐ､x，
この点について，Kellyは，端的に"thetriumphofDoubleentry”と記して
いる（Kelly［1801],ｐ・ix;同［1833],ｐｘ;see海野［1886124-25頁)。
東［1903],594-595頁；cfKelly［l8011pjx;同［l8331px・
本文に掲げた文章中，「・・・或は彼の頗る精巧なる試算表を案出して商家財
政の最良統計に適用せしめ・・・」に該当するKellyの文言は「･…alsoin
theLedgerfOrinsertingtheDailyandMonthlyTransactions;･…”となってい
る。かかる文言の意味は，日毎・月毎に取引を総括記入するための金額欄を元
帳の各勘定に設けることで，総括転記のための各日・各月の金額欄をもった多
桁式元帳勘定を設けることであるとされる（小島［19731216頁)。
東［1903],595頁；ｃｆＫｅｌｌｙ［1801],pjx;同［1833],ｐ､x・
Jonesの簿記書の詳細については，Ｙａｍｅｙ［1956］を参照されたい（Seealso
Yamey［1944］；同［l9631ppl75-l79；久野（秀）［1979]，3945,227-234頁；
BywaterandYamey［l9821pp・'66-169;小島［19871第16章第２節；Chatfleld
andVangermeersch（eds.）［l9961pp､355-356)。
Brown（ed.）［l905lp､167;see江村［1953],13頁。
複式簿記を解説したかつての簿記書の標題，例えば，英語による簿記書の標題
には，今日的な"doubleentry．という表現は見られず，イタリアがその誕生地
と目されていたがゆえに‘`Italianmaner，,や"ItalianForm',などの表現が見出
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される。このことは，既述のように，１８世紀のイギリスを代表する簿記書と考
えられるＭａｉｒの簿記書の標題がBooMcePj"ｇﾊﾙﾉﾉｾＭ２，ＪＪＣ”ＡＭＣｔｈ０ｄｌＭ
Ｔγcα的ＣＱﾉﾙﾙγc/Zα"/-ＡCCC"zPts,AccOγｄｊ"ｇｒＯｔ比１ｍ/ｉａ７ｆＦｂγ腕.．…と記され
ていることからも明らかである。逆に言えば，複式簿記は，18世紀に至っても
なお，イタリア生まれの簿記，イタリアから伝わった簿記という印象が強かっ
たものと考えられる。この種の簿記の名称に付されていた"Italian"に代わり
"doubleentry"が用いられるようになる大きな契機が，Jonesの「イギリス式
簿記」の提唱とこれをめぐる論議の展開であった。かかる論議は，本文で記し
たように，Jonesが批判した「イタリア式簿記」の勝利に終わるが，その過程
において「イタリア式簿記」の基本原理の解明が試みられ，そこから「イギリ
ス式簿記」と比較しての「イタリア式簿記」の記帳技術上の特徴である"double
entry”（＝取引の完全複記）に着目した表現（表記）として，“doubleentry
bookkeeping，，，つまり，「複式簿記」という表現が，それまでの「イタリア式
簿記」に代わって次第に一般的に用いられるようになったと言われる。新しい
時代への変化は，簿記の名称の側面にも現れているのである（SeeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）
[1905],ｐ・'68;Ｙａｍｅｙ［l975blpxxxiii;同［l990b],ppl8-l9;小島［1987],387‐
388頁)。
東［19031595頁。
東［19031595頁。
東［19031595頁。
東［'9031595-596頁。
なお，「簿記學階梯」（正確には「三菱商業学校簿記學階梯』）を合箸した森下
岩楠（1852～1917）と森島修太郎（1848～1910）は，いずれも福澤が創設した
慶応義塾の門下生であり，森下は慶応義塾と結びつきの強かった三菱商業学校
(1878年設立～1884年閉鎖）の校長を務め，森島も同校の教員を務めている。「簿
記學階梯』以外にも，両者共著の簿記書として『民間簿記學」（1884）があり，
また，森島単著の簿記書として「三菱商業学校簿記學例題」（1878)，「簿記學第
一」（1891)，「小學簿記學」（1892）などがある（西川［1971]，240-241頁；ｓｅｅ
西川［1971],第七話六，第十話六)。
東が「簿記法の起源及沿革」を執筆するにあたり依拠したKellyのＴｈｃ
Ｅ/cme"なCl/ＢＯＯ/Ｍ２幼ｊ７７ｇ…・の序文中に挿入された簿記史の小稿"AShort
HistoryofBook-keeping廟は，内容的にはきわめて簡潔で概略的なものであった
が，そこには特定の意図があったように思われる。本文，特に東の論稿の第７
節から第12節で論及したように１８世紀のイギリスで刊行された簿記書には大
きく二つの流れが存在した。すなわち，Ｍairの簿記書に代表される教科書的簿
記書の流れと，Boothの簿記書に代表される実践的簿記書の流れである。この
ような二つの流れについてはKelly自身も認識しており，ＴﾉｹｃＥ陀加e"たｑ／
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BoOA-Ae”/"9,．…の序文において。簿記に関して著述した著者たちを二つのグ
ループに分けている。すなわち，第一の，しかも，はるかに多数のグループは，
実務の発展的改良に言及することなく理論を説明してきた教師たち（Teachers）
であり，第二のグループは，原理を説明することなく実務の改良を提示してき
た商人たち（Merchants）である。Kellyは，これら二つのグループの著者たち
の成果は非常に有用であり，それらの有用'性を結合するのが彼の著書の目的
であると述べている。彼の文言を借用すれば“･…theAuthor，sendeavour
hasbeentounitetheElementarylnstructionsoftheSchool-masterwiththe
PracticalImprovementsoftheMerchant.”［原文の綴りのまま引用］というこ
とになろう。序文に挿入された"AShortHistoryofBook-keeping"には，上記
のような二つの流れを止揚・総合することを企図した彼の簿記書の目的を，歴
史的文脈の中で明確に位置づけるという意図が存したように思量される（Kelly
[1801],ｐｘ;同［1833],ｐ・xi)。
｢ブラウンの会計史｣，つまり，RichardＢｒｏｗｎの編著になるＡ脇sroryけ
Acco""""ｇα"dAcco""、"応（1905）に加えて，「ウルフの会計史』，つまり，
ArthurHWoolfのＡＳﾉto〃msro”がAcco""、"おα"ｄ山ＣＯ""、"Gｙ（1912)，
および，「ペンドルフのドイツ簿記史」つまり，BalduinPenndorfの
Cesc/ｂｊｃｈ花ｄｃγＢ"c〃Ｍ/"廼/〃ＤＣ"ｔｃｈ/α"‘（1913）が，会計史研究の三つの古
典書に位置づけられる。
このうち，『ブラウンの会計史ｊは，Ｂｒｏｗｎが編著者となって公刊されたもの
であり，‘`PartL-HistoryofAccounting，，と``Part１１．－HistoryofAcountants”
の二部構成になっている。PartＩの第５章（`HistoryofBook-keeping，，)，およ
び，第６章（HistoryofBook-keeping（Continued)"）で簿記の歴史が取り上
げられており，いずれの章ともJohnRow-Fogoにより執筆されている。東は，
このうち，特に第５章に依拠する形で，『商業會計第壹集」に収載された「簿
記法古代の沿革」を叙述している（東［19081195頁)。
東［19081195頁；see小島［19731216-217頁。
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